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私に奥へられ仁閣は「これからの住宅J e いふ

L 、かにも心祭しきうな、未来の生活設計置譜でも

あなような感じを持fこせる。事責それは希望と芸評

とを織りまぜて撮られる楽しかるべき筈のも φで

ある。 1: がひとにぴ「これからの住宅J について

の前提僚件とも云ふべき日本の経済の現賓と 、そ

の中で後まれつ、ある住宅復奥の現i I k に眼をやる

とき、希望と夢はもろ〈も崩れてゆ〈。

昨年の八月十八日参議院は本合議で「住宅間屈

についてJ の自由討論を行ひ、政府は首 l時の殿災

復興院総裁の阿部氏に事務的な住宅復興の現況を

報告させに。ゼが一人の大臣もこれに出席さザな

かっ? こ。いやし〈もいま閥民にとって死活の問題

にひとし〈、産業再建にとっては努働力再生産上

の施劉・不可欠の鍵である住宅問題が、国民の議舎

で討論されるときに、一人の大臣も之に参加して

充分に図民の撃をきかうとはしないのが『民主議

合J である。これは政府が民創に住宅問題をとり

あげてゐない誼様である。

しかし例へ政府が不良面白であるにせよこ〉に

一際敗毅以来の日本の住宅復興のさをぼうが明らか

となり、四百五十禽戸の不足住宅を充しで行〈の

に年キ四十高戸〈内十高戸は人口の自然増に劉臆

する戸数、王高戸は耐用年限古来に lよる減少戸

数、主高戸は災害により泊、誠する戸数で、之らを

差引きすれば正味二十高戸〉づっ建て〉二十ヶ年

か〉るといふさを〈形式的な方針をきかされ、而も

議定の四十寓戸が該年度におt 1 る物資需給計蜜と

にらみ合せて年間建設可能戸数は僅か二十五高七

千六百七十五戸でゐることが明らかとなっ? こ。不

S  

宵私は科墜按柿者主して、科事技術

ーの職能代表渚の一人として討論に参

加して、政府の復興方針に劃して賓

際の計算をやって見る主賓は六十六

ヶ年か〉ることを指摘しに。しかも

この牟世紀以上に亙る年月を経て完

成する住宅は、バラックにもひとし

き十二坪の雲少木造家屋に遇ぎ争、

完成する頃には次第に耐用年限がや

って来て叉々こうしにスラム化の悪

循環が撞いてゆく，といふさを〈馬鹿げ

? ここと〉なる。 、これでは「これからの住宅J も

「今日の住宅J と何ら種るところがない。否、イ

ンフレの進行に癒す忘る今日の縮少再生産を見てゐ

ると、これからの住宅も亦縮少の一途を辿る危険

性が讃みとれる。

2  

5 うしてか〉る不見識な問題が堂# 商舎に出て

くるのであるか。それは七億七千湾問とし吐、障費

の千分の三にも締? こぬ庶民住宅に劉・する閣庫負捻

額、月割りにして五千固にしか雷らぬ住宅調査研

賀費等に直接原因するが、そうしに少額の費用し

か住宅問題に計上し得ない政治の在り方と、ぞれ

をそのま〉受付てやって行〈官僚主義が根底に横

f こわってゐる震である。今日、日本の住宅復興を

阻んでゐる要閣を資材配分の僅少又は資材の絶望オ

不足に蹄し勝でゐるが、例へば主要資材? こる木材

の場合を考へでも、現在内地産1: けで年産約七千

高石、うち建築等に四千七百高石廻すとすれば十

二坪住宅なら年間百三十寓戸建つことになって、

問題は資材よりも箪ろ聞とイシフレを促進さし、

幾百寓の図民を餓死綿上に這ひやって再建をはか

らうとする政治の方式の中にある。

これは参議院の討論に於ても、ある自由黛議員

等の臨時建築等制限規則の撒践の要求となって現

はれてき? こ。勿論統制の中には幾多の改善すべき

ものが含まれではゐるが、今日統制を康 1バごとき

に建つものは庶民大衆の貸家住宅ではなくして、

より牧袋容の多い高叡料理j苫乃至はダシスホー

ル、マーケットに類するものばかりであ忍ことは

火をみるよりも明らかである。庶民大衆の住宅は

今日坪首り一高固とし建築費だけに十二坪で十二



駕閥、家賃を大まつばに二百分のーとして六百国

これは住宅を求める勤係階級には手の出ない備段

である。嘗ては日本の住宅経後は主として自由貸

家業者の手にゆ? ゴねられ、都市に於げる貸家比 率

は七0 %1こも及んでゐ? こが、今日' これら自由業者

iこよる住宅経営は殆ん吉成立しなくなっ? こ。I 1 l nち

日本の都市;貸家業は、零細な土地に零細式経僚 を

もって、結えさ' る火災の危険と腐朽速度の速い木

遣住宅の放に高率な、時には言; 利貸的な家賃を生

じる程の胃険性をもっ? こ企業であることが特徴的

であり、従って純然? こる後利事業と云ふよりは、

高IJ 業的な又寄生的な経僚とも謂ふべきものであっ

? こが、今やインフレによる建設費の飛醸的な嵩高

と金間関係からの冷腕と、何よりも大衆の貧困の

震に崩壊の過程を余儀なくさせられてゐる。統制

を解除して自由建築とすることは、この崩壊過程

を更に徹底さし、戦宰の資任者fこる閣家に、園民

住宅を建設する重大賀・任を解除することを意味す

る。

以上は、牛世紀以上に亙つてのパラック式倭少

住宅建設、日本の住宅を一様にスラムの段階主主お

し下げる後・奥方式の第一の主要因とすれば、第二

の要悶は住宅を求める 国民大衆の余りにも人まか

せ的な、奥へられにものに到する順懸のみを事と

する態度の中に求められな〈ではならぬ。若草生活

者は謂はすももがな、六帖一室の間借りが権利金一

声高固で室代七0 0圏、そこに五人も六人もの家族

が生活せねばならぬ最低生・活、通勤距離の隔大に

より 麗らされる疲努、同居人による生活の撹乱、

線、じてか、る 7状況から明朗活逮な気力は生す・るも

のではない。子女はこのような住居には寄りつか

す・、惑の撃に誘惑される。薗民の衛生は懇イじす

る。その他犯罪と班落の温床として、祖国再建の

由キしい障壁とならうとしてゐる。1 ' : が未1 ' : にさを

園長的な車邸哉され? こ住宅要求の撃は極めて微力で

あり、散程的である。新憲法第二十五僚のすべて

の園長は健康で文化的な最低限度の生活を僻む槽

利は又閣民の不断の努力に依って保持されねばな

らぬに拘ら子、私の寡聞か僅に建築接合の 「伎 宅

針策要綱J 中の佐宅委員舎の設置費策しか知ら

ね。而も之とて笈ー践の中に解決されて行〈問題で

は な 〈 て 皐 者 諸 氏 の 机 上 論 iこ過ぎぬことを想、へ

ば、何らの針策なしと云へふさきの討論に於て

私は提出しに王ケ僚の問題の一つ「伎宅織は何 ｉｾ

従来解決しなかっ? こ舟J といふ結論に於て『住宅

にWHJ 市民大衆の関空F組織ができてゐなかっ? こ.と

いふこ色、現にそれが活震に動いてゐないという

こと 』 をキ封筒ーしにのであるが、その原因は、住宅

が食糧や楽養問題の如き草的な要求として現れる

代りに相官な努力性を有ち、一日二日を宰は十常

iこのびのひ1こ放置 され得る性質にもよることは勿

論であるが、それにも増して永年官僚的封建的な

政治支配下の奴隷的生活に順致され来つ? こ大衆

の、自己の権利に霊討する無自畳と従って叉それ丈

tr 住宅を求める車即断ヒ活動の図維とにあることを

重ねて強調せぎるを得ない。

これが、『これからの住宅』の前提保件のアウ

F ラインである。この余 b にもミゼラプルな現11犬

に未来の夢をうちひしいではならぬ。何故かなれ

ば、か冶るｾ｜僚件の中にこそ未来にのびる張展の

芽は同時に成長しつ冶あるから。卸ち第一の要因

の中には個人的貸家経瞥の波落と同時に箇家によ

る住宅の公俊企業化の強行。第二の要因の中には

図民大衆の住居への組織化。これら二つのもの、

具体的集約的表現として集図化住宅が新しい時代

の新しい課題として登場する。集圏化住宅 l二闘し

でも私は妥参議院の討論に於て簡草ながら述べてお

い? こが、これこそ今日の住宅からより高次な明日

の位宅への橋渡しをするものであ b、これな〈し

では「これからの住宅』の夢も書け符・ないであら

つ。

3  

急; いで夢を窃かないようにしよう。こ、では更

に今日の住宅生産について若干の確認をしておか

つ。

一、今日の日本の佐宅生産は依然として大工、

左官の手によ右手工業的指牧師的方法で生産され

てゐること。従って新しい形態の創造に到・しでは

極めて，保守的であり、? こに機乎と仕口の手法に到

する猛烈な弼人的習練がつづい木治建物自体の。

持つ規格化傾向にか、ゎ E子、それを琵展さして

新しい生産様式の規準を打建てることもない却

って建物の骨格部分と仕上げ部分が共通の役割り

を果すにゆに技術の極度の集約化が要求されて、

a  



ぞれ lこ波頭するこ t により、単純な工具の改良、

琵明すら震し得なかっ? ことれ之は小規模現場生

産に遁臆する。

二、技術のこのような集約性と複雑性は親方、

徒弟制度によって愈キ保詮される。住宅建築の持

つ Ｏｊ 、規模、零細経後性はか、る小グＩｬＭ Ｎ ｾフ・の排多

的、セクト的、前資本主義的性格を強化する。や

がて日本のさを建築企業の形態が親方制度によって

一貫きれ、仕事の受授は請負制に依りとり行はれ

て、近代商欧建築の輸入と冶もに若干の機織が導

入されるにも拘らす¥近代x‘場生産化の方向をと

らす・に根強い封建制を特徴とする。この開係を裏

付けるものは日本農村の潜在的過剰人口群と勤努

階紐の所謂低賃銀制度である。

三、籾立構法、乾構築は、第一次世界大致後の

住宅難主、もにいち早〈欧洲に於ては代用資材に

よる建築の研究の結果として唱導され始め、材料

の炭格化、建物の類型化、流れ作業、乾式構築等グ

が提唱され、ぞれらが一つの建築思想にまで褒展

し、調逸にあっては所謂祉合民主キ義政府下のジ

ードルング事業として賞験的、試作的に各地に賓

施され、建築の工場、生産の展望がなされるφ で

あるが、日本 iこ於ては進歩的建築家による建築の

科皐化運動の中の一環としで捉え ι れ花だりで、

偶キ二三の住宅に乾式梼遣が行はれでもそれは単

なる好事家的、流行的性質の域を出るものではな

かっ? こ。これは第ーには住宅の量産の必要性が? こ

とへあっても、個々の土地に、個別的資本により

建築されて減足する恒向の方が狽〈、第こには請

負産業の駆使する努観1カの低賃銀の? こめに、こ、

でも綾披イヒが阻れて了つ? ここと、第三 tこは技術自

体の未熟と不完全性( 終戦蚊近¥1 こ試み7こ住宅製

図のパネ JL 式組立家屋〉その? こめに新しい科是正技

術のよき意闘が園長のものとなり符なかっTここと

等が主なる原因としてあげられる。従って組立構

法については日本ではな〈先進諸外園に於て張展

しっ、あっf こと云へる。特にソ 蓮に於げるモスク

ワ市の改士宮、ストック .ホルム市の市瞥勢務者住

宅、アメリカのテネツシ ｾｪ 可開蛮計霊に於りる住

宅の量産、等に於ては賞用性と経済性とを確立さ

してゐる。

四、今日 iこ於げる日本の組立工場生産住宅につ

4  

いてはぜうであるか。敗致後早〈も住宅の量的建

設に着目して民間の木製飛行機、進舵、紡績、木

工、等その業者によって工場生産住宅協舎が稜足し

? こことは周知の遁りである。第一芸大世界大鞍は人

類にラヂオを婚しにとすれば、今次大肢は工場生

産住宅を奥へ? ことは、同協舎から G ・E ・Q への

提出の工場生産住宅の現紙読明の序文にある言葉

であるが、住宅生産の産業革命とも云はるべきこ

の工法は、恰も哉さ害による世界の住宅の大量不足

を前提として、その解決策として生れfこようなも

のである。日本の今日の技術的水準、機械化( 特

に搬主主設備〉の程度は到底アメリカの夫れとは比

較にならぬとしても、か、る協舎の誕生は手仕事

を横械によって置き代え、作業能率を、天候その

侭癌キの制約をうりる現場手仕事のご十~三十傍

に高める。従衆の工法によれば普通住宅は三ヶ月

で完成する時に、工場生産業者は工場加工を含め

て少〈左も十日に一戸は完成する。三ヶ月に九戸

、比率で云へば手仕事生産に針して一割九の遂行

速度を持ち、協舎の現有のみの月産能力は十二坪

住宅で三千戸、日本全体のごと場生産を見積れば月

産五千戸 、年産六禽戸。これり膨大な数量ではな

b、。それにも拘らす・昨今、工場生産住宅協合は事

梨不振におち入り、二三の業者は既に工場を閉鎖

の止むなきに至つにときいてゐる。この原因は何

か。第一に恒常的注文のないこと、土地取得とか

らんで集圏化住宅の建設が行はれないこと、第二

は新建築材料の不足、布場の不安定から生す・る生

産の胃険性の? こめ 、技術の貧民が生す・る等 々ある

が、獄中主要なるものは従来の封建的請負生産の

もつ低賃銀による償格のｾｾカ性に議抗し符ない点

である。入札制度は近代的生産と到達; 的生産と質

杭差還を見符・なレ。夏 i二位の一つは建設行政機構

及び携官者の措置が、本工法の革命的意義を未ＱＺｾ

に認識し符・ないことで、これは資料割賞、切符制

等に闘して従沫業者と同級の取扱ひ 1; 現はれてゐ

る。この様な工法をもっ組織に劉' しでは 霞家は育

成を計らねばならない荷。に、放置して従来の封建

的な生葺方法の荒波の中に波せしめることは、矢

ｅ 長り佐ｾ問題に到する政府の校本的には白痴的見

解の表白であらう。
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以上で住宅生産のあり方について概視しfこので

あるが、倫一言つりカHへるならば現在の 日本の工

場生産住宅の カは非常に弱 いこと である 。今日復

興住宅は年産四十寓戸 、工場生産住宅は年産六高

戸、これは五・六謝ーの力関係を示す。王・六ば

依然として大工の手仕事によって途行されねばな

らね。彼らは機岐を輿へられでもそれを受入れよ

うとはしない。か〈て機械のJ索用による建築産業

の封建性の打破はイ中身因数となって〈る。これは

組立家屋が手仕事よりも遣に廉 l貨で生産 されるな

らば 、ヨ大第に機械化も行はれるが、今日の魔さし

「る廉慣も望み符ない( 大休に於て従来工法に比

較して努務費は現段階 lこ於て三~四% 安、諸経費

一% 高で差引き二~三% 安となる〉ときには依然

どして機蛾と張合って三子仕事がつづ〈であらう。

それ故に建築生産の封建| 生を打破して、ー居の件.

宅生産を全面的に昂揚さす fこめには 、極力工場生

産の低廉化を押し進める一方 、倒〈人身の低賃銀

水準を高めることE ! . pち憲法に保詮され7こ人民の最

低 文化生活維持の水準まで高める闘守ーが行はれね

ばならね。こ のにめに特にお〈れてゐる建築産 業

におりる労働組合の組織と其経済闘争は 、やがて

は建築産業の正常な機械化を促し 、イキ. 宅生産が一

層能移よ〈高まるといふことを忘れではならぬ。
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十二坪のスラムの再生産の如き個別分散的な今

日の伎宅復興は 、それが如何に際急; 劉策の名のも。

とにカムフラージされようと一つの悪盾獲に過ぎ

ねことは前首で見fこ。資金 、資材の経劉量の不足

が 、か、る一入賞り二坪牟とし、ふ住居面積を余儀

な〈せしなる慮に、生活文化水準の向上はあり得

予却ってI止命惑の根源を母子委するに過ぎぬ。それ

故に、その技術的な解決方法として集圏化住宅が

生れ出さねばならねのである。それは単なる個別

住宅の集合体ではな〈て、住宅のもつ機能を分析

して、その中の可なりの部分を極力批曾化するこ

とによって、十二坪の中に後 まれる生活内容を豊

富化しようとするものである 。勿論住宅の理想形

式がこのような批曾化の中 lこあるとのみは云へな

いが、今日 の段階にあってか〉る理 想、を主張す

ることは 、結局は何もしないことを意味し、スラ

ム化傾向を却って助長させる結果となるだりで

ある。

集圏 化住宅の根本恩、想は生活の共同化である。

之によって低文化水準化傾向から自己を防衛し、

従来の私的消費生活を極度に合理化 し、各種 の 施

設を最大限に祉曾化 しようとするも のである。 ＢＶｾ

て戦時中生活の共同化は家事: 努働力の不足と資材

施設の不足を補充するにめに天下り式な戟宰量産行

の要請としてとりあげられf こ。特に農村住宅に於

りる共同耕作、共同炊事、託見所等の出現は封建

前家父長的関係の打破と施設の改善では若干のプ

ラスもあったが、問題はこれら共同化は一切を奉

げて革主宰遂行の目的に指向されにことにあって 、

それに依って獲られに剰徐時間は 、生活文化の充

賓へではな〈て術且つ家庭経桝を支へる Tこめの副

業的事事億1) 又は「挺身l欲」的な奉仕努働へと捧げら

れぎるをf尋なかっ fこ。さ; ではな〈して今度こそ

絞字放1艇を宣言しTこ燭民が主権となって打建てる

関家にあっては、共!河イじも亦民主的な力の結集と

組織により、関民の創意の下に明る L、豊かな科皐

技術に立脚しfこ生活建設の創造といふ目的に指向

されねばならね。共同化によって家事勢働が真に

その緊縛から離れ、殊に婦人解放の前捷的物質保

イ牛が作り出されねばならぬ。

建設さるべき集固化住宅は. 先づi仕合化し共同

化しうる諸施設の検討から始まる。それは集圏の

構成員の家放構成、職 業、性、 年齢等及び客i I 史的

周溢官条件によって臭ってくるであらうが 、大体に

於て共同炊事、共河浴場 、共同洗濯場 、託児及保

育所、消費組合又は配給所、集合所又は慰楽的 ク

ラプ施設置寄舘 、等が中心施設となって 、それを

とり巻〈イ主宅集圏の計ZEJ 的配置によって構成され

る。戦前大都市に於りる公衆浴場数は二千入賞り

一個所、戸数首りにして三百戸に針してーヶ所と

謂はれてゐるが 、- . I 互依集圏を大体三百~四百戸

に定めるのが尤も安富でめらう。共同施設と単位

集圏 との開係は、あるものによっては皐位集圏の

二、三が集って一つの施設を持つ場合 もある。初

追及泉校 の如きは西山氏によれば一千二百戸~一千

五百戸に一個所と謂はれてゐるが、きうすれば四

ケの草位集囲が一校a : : : 持つといふこといなる。こ

のような細部的な技術的、な問題は倫夫# の専門家

の活動にまつと して、 このような方向への組織活

5  



動が、園民の住宅を求める入キの中に押しひろげ

られなければならぬ。集園化住宅の官官掘的僚件と

して人民の民主的組織が問時に住宅獲得の組織と

もなり得る。

8  

ｾぎにその建設の方法であるがィこれは工場生

産によって合理的に計軍配置され得る。集圃化す

ることによって二建設費は確に今日より低廉化し得

る。而も安材源地と生産工場との合理的計霊的配

分は、搬詮受の債格を低下さすであらうし、量産

イじが百% の稼動力を蛮揮しにときに得られる諸経

費の低下、東4こ附帯施傭Tこる水道、電気、瓦斯、

その他整地費の集約化による利採等キを考慮する

とき、現在の個別的に建てられてゐる住宅に比し

て採算上から云つでも有利となるに逮ひない。そ

してこの経費は首然全額濁庫負擦でめることは云

ふまでもない。

『これからの住宅』 を禽〈とき、直ちに線 lこかこ

まれfこ高層住宅の絡を旬、ひ出す。叉不燃性材料に

よる堅固な住宅を慾する。1 " : がそれは今の日本の

段階で直に貧-現し得ないものであるならば、この

貧しい資材と生産力を以って如何にしてその理想

の方向へ住宅を押し進めるかを考へねばならぬ。

集圏化住宅が今日の住宅現放を打開する第一歩の

進歩的段階1:; とするなちば、この方向の中に将来

の住宅の理想も亦内在してゐ'る筈である。それは

〈一〉人民による民主的組織による生活の共問化、

〈二〉住宅諸施設の位曾化、( 三〉それによる家事勢

御j の軽減特に婦人解放の物的僚件の創出。〈四〉生

活文化の上昇により繍らきれる努傍J意慾の場大と

それに伴ふ生産力の高揚等であらう。これらのも

のは、 }まさに「これからの住宅J の居住形式を決

定する基礎僚件を形づ〈る。住に闘する幾多の問

題、例へば椅子式生活か坐式生活か、媛房をさ' う

するか、就療機式、一入賞り部屋の必要面積、間

仕切り方法等キの問題は『これからの住宅』の課

題として蔑されてゐ 1，;i t i 、それらは上記の四つの

基礎保件を充すことによって自然と除今に叉念速

i二解決きれて行〈であらう。我キは生的傑件の成

熟しないときに、か、る課題について語らうとす

れば、勢ひ抽象的結論かｾ想的設定に終らぎるを

得ないことを知ってゐる。理想をか〉げる前に、

その基礎を確立しよう。それが今日の日本の官面

してゐる佐宅難の解決法である。

7  

組図日本の再建と復興の二つの路。一つは図民

の餓死を抵首として、依然? こる低賃銀と少数努働

者による勤勉な植民地的な長時間勢働を基礎とし

て、資本家には生産意慾を持? こせる? こめの自由な

資本の蓄積を許し、かくして外資導入を中心にそ

の経済再建をばかるコース。一つは働〈園民の安

定し? こ生活と低劣な努働保イZj : : の援止の上に、一部

資本家やヤミ利得者の? こめにではな〈て全閣民の

f こめに、さをての休止状態にある生産機関を穣勤せ

しめ、荒放し? こ閣土と固定施設を回復し、それが

金園民の民主的要求のま冶に運縛されねばならぬ

コース。この震には科接、技術に立脚しに民主的

な政治が行はれねばならぬ。住宅復興も正に、か

〉る二つの再建= ユ{ スの作J れかを撰ぶべき段階

にある、端的に云って一つは伴世紀以上を要する

手工業的住宅生産復興方式、一つは近代的工場生

産と科皐技術を充分にとり入れTこ方式、そしてこ

の謹津はーにか、って住宅を求めっ、ある園民の

資践行動の主髄性にある。こ〉にも亦、住宅を巡

りて餓死か斗等かのきびしい法則以外には、「こ

れからの住宅」の美しい夢と柴しい生活を建設す

る路はないことを銘記せねばならぬ。

( 1948・3・10)
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その後悌寺建築が大陸から渡来 して、長t 麗な伽昨年静岡市外の登呂で褒掘されに古代の遺跡

藍建築が蛮達しTこが、一般民家は殆さ' 影響をうりは、日本住宅史或は建築技術史の上に種# 貴重な

今、極めで筒翠な原始家屋の域を肱せ令、奈良 iこ多考資料を提供しに。少くとも千数百年、ことに

大混綾な都の造瞥きれるまでは宮殿できへ茅茸板よると二千年も以前になるかも知れない頃、のこ

葺のj伏態をつづりでゐ fこ。ぎりもかんなもなくて、それでも作J か鋲製の工具

高葉にある山上憶良の歌詞に伏 いほのまげい

ほのうちに、ひ fこ土にわら解きしきて、父母

は枕の方に妻子ど' もはあとの方に、図みj吾て

をと使用しにことが、木片のエf乍の痕に示され、竹

のように車問〈害IJ つfこ木を骨子として固い2 f.商 に周

壁を造り、内部に桂を四本: 立て、その中央に塘を

褒ひさまよい 、かまぜには火気ふき立てす… ・

とうにつてゐはのは奈良の主要時の華やかな建築文

切ってゐf こことが知られる。我が閣の原始家屋 と

想像される天地根元宮迭と呼ばれる様式の2 f - 面を

闘〈し? こよう 1j . ものであっ? こらしい。 7. 1<田農耕を

僻んで ｊｾ 園部落で、閉じような跡がい〈つも並ん 化の黄金時代の反面にあっ? こあはれな人遂の住居

のさまではゐつ? こが、併し一般の民家はこの欣態でゐるのが見出されに。

を大して出 fこものではなかっfこ。

園① 

古い時代の地方民家をあらはしfこものは家形埴

輪や銅器の模犠なさ' で茄干知られるが 、普通の給ｪＡＺｾｩＢｩＡＮ Ｑ 卸特

f t . ド布山水閣の唱え

盛として描かれにものはあまりない。奈良時代で

はわす清志にE 倉院御物の麻布山水界風①園に極め

て簡単な草葺家屋が摘かれてゐるが単純な切妻か

入母屋風の百性家の納呈のようなもので、ぞれマ

も柴の. J : . F . をめぐらし自然木で i簡単な鳥居形の門を

設け 、多少庭園らしい木石流水の配置もあっ て、

嘗! 時においてはこれでも相官な家であっ七ことが

ハ η 前j

，y p、資質回3

Ｏｾグプ，
f l . C- 勺弔

:億像される。

平安時代になって悌寺建築は奈良時代とはま? 二
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別の性格をもって張展して行つ? こが、民家殊に農

山漁村なさ' の伎宅には大しf こ進展は見られす・、唯

f:: 中期をすぎると京都の疲殿透邸宅に劃して地方

豪族の部官官なさ' には相嘗に整備しfこ茅葺や板星棋

の家らしい家が出来て来? こようである。併しこの

聞には徴すべき資料が甚1: 少〈て、具韓的にそれ

を指し示すぺきものは殆さ' 遣されてゐない。

平安時代末葉になると信費山縁起①圃や伴大納

骨総傘が現はれて来て、その住宅の1状態が既に鎌

倉期に入って見られる程度に近づいてゐることが

示されてゐる危もこの二つの給傘は或は鎌倉に入

って描かれにものではなし、かとの疑ひもあるが、

様式的にはz f ' - 安に鳴すべきものとの見方が有力

であり、建築的細部手法よりしてもこれは承認さ

れるので、z f ' - 安末の建築を知る上に有力な主参考資

料としてよい。併しこ〉にも農山1魚、村の一般民家

については二三民家の簡草な屋根を描〈程度で、

殆ぎ手力2かりになるものは描かれてゐない。

信 貴 IJj 縁起には創建嘗初の東大寺大偽殿が描か

れてゐるので有名であるが、若しこれが平安時代

の筆に成つ? ことすれば大悌殿の研究に非常に重大

な資料債債を持つ意味で我キの注目してゐるとこ

ろである。それは創建の東大寺伽藍が平安極末の

治承四年に焼失しにので、これが焼失以前のもの

か以後に捕かれf こものかということが大きな問題

となるからである。

8  

てゐる。流しの外方はー尺五寸か二尺ばかり出窓

式に7k屋の掛け出しとなり、板痛を溢れそこに

曲物の桶や鉢や茶腕のようなものが置かれ、一方

にはま fこ三段造りの置棚が備へられ、浅い木箱の

ような穏に瓜か梨のようなものが鐙られ、鉢をj i ;

ねTこり風呂敷包みか袋のようなものも置かれてゐ

る。

7k屋の主寄り出しは側板が鎧戸式に張られてゐる

のも興味をひい叉流しの前方には婚が切ってめ

り、蔀の内には幕が掛けである。涜は他の部屋に

もあって、それは長方形の枠の中に固い火鉢が治

られてゐて、そこに炭火のようなのが燃えてゐる

このような勝手の置棚や嫡の欣態は鎌倉期の給巻

物なぜ' にはしば

しば見る光景で

ある。

この家の門は

二本の角柱を立

て〉、上方に貫

を通し〈きぴを

打ってゐる。こ

の時代によ〈見

る形の門で、こ

れを固い桂や自

③ 圃

然木を以てしにものもしばしばある a



民家主して信貴山縁起に捕かれでゐるものを一

つ掌げると 、ぞれは草葺きの入母屋形の 下に板 葺

の腐をめぐらしにもので、棟には幅の賢い大きな

瓦のような色のが伏せてあり、率干には相官疎い間

隔に? こるきの先が見え、柱は方桂に長押が打Tこれ

入口に横まいら の障子が立てられてゐる。草ゐじ

ろ編みの爆があり、丸太二本を立て〉門を造り、

門の内の板射・に援して八瀬の釜風呂を連想するよ

うな大きなかまさ' が築かれ、釜が掛って火力: 燃え

てゐる。板屋根に太竹の在、傍らに薪の束か何か

のようなものが積まれてゐる。民家は民家でも普

通の百性家ではな〈、相官の大家と思はれる。

又板屋根に前後雨箱をかけに家があり、妻の二

枚の土壁に四角な下地窓が一つづ〉こっ並んで設

けられ、四角な桂に四角な梁と桁をのせに翠純な

構迭は 、嘗時の民家構造の一般様式を示すものと

して参考になる。

鎌倉末期になると給袋物なぜの資料がにわかに

多くな り、住宅の様キな欣態が掛かれて〈るが、

多〈は上 流の邸宅か武家や僧侶の住居で一般民家

は依然 として少し、。併し地方豪放なさ' の役宅で 、

草茶屋根に板防の 、地方色豊かに I市も邸宅として

形態設備の整つf こものが往 h 見られる。そしてこ

の頃から魚、や宥物やわらじなさ' を 主要る商家がしば

圏

ｾ＠ Ｇｾｦ やえｬｉｴそ の ，ｾ唱

しば現はれで

〈る。

直幹申文総

港①固に楢か

れてゐる一例

を設明すると

道路に面しTこ

板屋根入母屋

遣の棄を表に見せ? こ家は、間口二聞の中央在の f

方に、床の高さより少し高い〈らいの所に、横板

を一枚道路の方へっき出して、前に細 L 、脚を二本

立て、そこに鰹か鯖か鰯のような魚を何種類か並

べ、はまぐりか或は鶏卵かと思、はれるようなもの

を銭箱に入れて置き、その上方、柱から柱へ壇賞

な間隔に竹のような細い横棒をわ fこし、下の棒に

わらじゃ紙のよ うなものを下げ、上の棒 に数本づ

っ並べて紐で吊し? こ鰹節のようなものを 下げて ゐ

る。

中央往から片方は土聞となり 、その土聞には板

が張られてゐる。監は横板を飲め 、板の中間には

押ぷちが縦に打Tこれで ある。板屋根は縦板 に横の

押木を打ち、所今に石のようなものがのせられて

ゐる。

この家から/ i ' _ へ直角に折れて別の庄があり 、 そ

の境には網代戸のような戸が聞かれ 、居は間 口凡

そー聞か一間牟と思はれ、その三塁穀〈ら いの聞

に大きな; 魯が二尾並べられ、そのあ f こりに闘いに

らいのような大きな楠や、浅い四角な箱に作J か入

れて置かれ 、ま? ここまごまとしfこ品が並べ られて

ゐる。

この部屋の左の奥にも一部屋が見先て、部屋一

商に j兵かかぼちゃかのようなものが並び、南部屋

の境には官官の家にあるように竹のよう忽積俸を二

本取りつけ て、わらじカ ・津山吊されてゐる。 魚、を

並べ? こ部屋の奥に窓のようなものが見えてゐて、

そこには幕が下げられてゐる。表部屋の右にー聞

の入口があり横様のまいら戸が二枚 立てられその

右のー聞は土間で、産が一面にひろげちれ作J か 干

しである、庄の聞の道路に面する床下の小壁は縦

板張りとし、そのあf ごりの地面に藁束力 Z二束三束

とか? こめて置かれてゐる。

- k - 例を象げることは省〈が、とのような底の

構へや品物陳列の扶態は同じ頃の給傘物には績々

見るところであり、又これ以後の時代、r . r : 戸昨代

に至るまで屡キ描かれ 、現在でも田舎の小さな町

家にも見ることが出来る 。

ひるがへって回合の農家や 山家なぎに 就て考へ

るに、例へばー謹上人給停なさ? に婚かれてゐるそ

9  



@  圃

/ 一 ¥- p

れ等の民家は、主に信州路方面の間合家であるが

極めて皐純で、サイコロに屋; 限を着せ fこような程

度で、奈良時代平安時代に想像せられるところの

ものとあまり差が認められない。一部有力者の住

宅を除げば差益山村の民家は鎌倉時代には街 lま極め

て単純で、P ! T 霊長の蛮塗より一歩遅れてゐfこことが

認められる。このことは町の生活、商家の管業が

時代と共に張逮するテンポが差是山村のぞれより速

いことを意味し、又住宅再建改逢の度合も多〈建

築技術進歩の影響を受げ易いことをも物語るもの

である。

そして農山村住宅の祁営に形回態を整へて〈るの

は鎌倉末葉頃から室町初期へかけての頃であり、

以後は比較的順調に震遣をま含げて、桃山から江戸

時代初期に至り遂に現在の長山村民家の基本形を

完成するに至つにのである。このことの詮明は色

はや給巻物のカを借るまでもな〈、現在各地方に

遺る変物によって明かに知ることが出来る。

給巻物に婚かれに建築が、その績かれ? こ時代の

特色を示すことは、不思儀な 1ま，さ' 正確であって、

ぞの建築の ｩｴＺｾ 担の形態は勿論、部分都Ｚ今の王子主主様

式、例へば見瓦からげぎょの形、J { 股や木鼻、唐

倣風、 J絡狭間、花頭窓、長押に打たれた六葉金具

のづきなものに至るまで、鎌倉時代は鎌倉時代、

江戸時代は江戸時代と 、必す・その績かれた i時代の

笈際建築に於げるそれ等の特色がそのま、に示さ

れるのが常であ話。書家は必令しも建築家とは限

10 
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纂鈴虫色目見3

ｾＡｉｉＺ急 Ｎｾￆｾ ･｣Ｎ

ら1 : し、答であ るのに、その時代の建築家、工事 家

彫刻家が直接苧をとっ? このと同じ結果が現はれ

る。この故に給傘物の建物は建築家が筆をとっ? こ

のだと栴へる人もある伎である。

鎌倉時代の絡巻物を江戸時代に模潟しTことき、

原本では部屋が板: fkであるのに、模本ではすっか

り主主敷きになってゐることがある。鎌倉時代の邸

宅では相官上納でも都墨の多〈は板敷きのま、で

一部分・に昼を tk < のが普通でゐったのが、江戸時

代になると是殺さが者遍イヒして、一般の住宅でも

都墨金控に4 を主役〈ようになる。その結果生じfこ

ま見僚である。

箇々の家屋に就てのみではない都市金韓に於

てもこんな王見象は問核で、例へば京都の市中を檎

いTこ洛中浴外給置や山鉾巡行の諸国舎固に於て、

室町時代に拙かれにものは、市街の家 h は板葺き

に石を置い? こ翠純な屋根ばかりで、寺院なさ' を除

いては五支は殆ε' な〈、土醸造や塗込式の家も勿

論ない。桃山吋-代になると家の形が念iこ立減さを

加へ、五菜白星空塗廻しの土菰式や煙出櫓や、表通

りの外廻りを＿星空で塗り込ん Ｑｾ 防火家屋が急Ｚに増え

て〈る。江戸時代になると此の傾向が一月号進んで

やがて筏瓦棄の町家が現はれはじめるのである。

ぞれ等の給聞を年代順に並ぺて見ると、それはそ

のま、で京都市街建築の成長程遠を示す連練馬買.

か、記長ｾ Ｎ 快感である。
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E士鞍後精一ヶ年を奉天に亡閣民の辛酸に満ち? こ

生活を糧験しで、昭和二十一年八月末、私は日本

に蹄つ? こ。

戦争をしなげれば日本は敗哉の悲境に落ち込ま

ないで済ん1 " : ことは勿論であるが、それは全〈非

現貨であって、賞際に日本は敗れるべ〈して敗敬

したのである。敗戦の原因は色々と考へられるか

も知れないが、私は日本民放に世界観がなかっ f こ

こと、、この三、四十年金〈怠惰であっTこ結果で

あると息ふ。

従って敗けない日本、鞍はさ「る日本を建設する

にめには、何よりも日本民肢が競い高い世界観を

持ち勤勉であることが担割に必要なのである。そ

れは日本民放の文化の向上によって貧現されるこ

とではあるが、私はもっと手近かなところから日

本人の島国根性を直 lまさなければなつないと思ふ。

満州、
lから日本に蹄る途中、何よりも先きに私が

母園に求めにものは住居問題であっ? こ。私の家は

私が五代目の大工棟領である筈なのが私は大工に

させられなかっ fこのである。けれさ私の素志は率

校を出て滅if トlに行〈迄建築家にならうといふこと

であつに。渡滅後私はこの志を放棄し? このであっ

fこ。私の求めに住居問題とは、住宅難の 問題でな

しに、日本家屋の改造のことである。

日本人の将来の住居の改善について私の考へて

ゐるところはこつあるのである。

第一の改善の駈は、家屋の規模を、今の五尺八

寸を六尺にすると云ふことである。昼も建具もj ! (

寸を六尺と三尺とするのである。

第二は宅地と建物の比率を一定すると共に宅地

の所調一筆の最小限を決めることでゐる。
ζ れは

:if i¥市の住居について特に必要である。現在一定の

規準がめっても全〈賛行されてゐないし、又規準が

あっても、宅地の大きさに規準がないTこめに、王到犬

の様な九尺二聞は愚か三尺ー聞の 7 ツチ箱の家が

立ぢ並よくのである。何うしても都市では宅地一筆

の最少限を四、五十坪に決めるがよいと思ふ。

住居の ことについて色キと研究や希望があると

しても、ぞれを民族的な規模に於て改良資現する

ことは容易でない。昼、ー便所、炊事場、採1 1 ; の諸

問題殆んぜ限りな〈あるであらうが、それを賓現

令ることは容易なことでない。従って将来の住居

の設計をしにところで昼中夢に等しい結果にな

る。こうしTこ考への現愛感から、私は日本人の将

来の住居について、上述の二つの僚件を全図的に

賀行する f: りで一際渦・足しなければならないと信

じてゐるのである。人聞の行動三ｼ当ｾと云ふものは

さを閲民としての平均はそう大きいものではない。

従って日本人が島閣に住んでゐると云ふことによ

って、必やしも島国根性が繋はれるのではないと

忠ム。日本人を島閣根性に閉じ込めてゐる景色大

きな原因は住居fごと思ふ。 f: から島国根性から日

本人を解放する f こめの最も現賓的な方法は、住居

をこの二つの鮎で改透することであると思ふ。

背の大名屋敷の様に襖も昼も橡§ 玄関もが大き

な規. 撲で作られるならば、日本人の脆玉はす・っと

大き〈なると忠、ふ。大名のイ乍つに家屋のように襖

や衝立や玄関を繍大することは容易でない。そこ

で現在の五尺八寸を二寸描大して六尺にでもすれ

ば、日本人は現在より何千齢、の心の庚さと朗らか

さを増寸
1- j & ひないと私は思ってゐる。

私が図曾議員として圏土計霊長委員を第一に志望

しTこのは、強ち住居のTこめではないが、日本を作

b直 lます fこめに、先づ手近なところに佳居の改善

と云ふことがある。そしてこのにめに日本中の大

工を敬育し直 lます心裏があり、大工に家屋の寸法

の新しいものを習得せしめな〈てはならない。

Tこっfこ二寸の遺ひで用材量は可成り増加するこ

とも考へられるげれぜも、日本民旅自髄の再建設

のfこめには極めて安易なる犠牲であると恩ふので

ある。
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奮 I( 宮 邸 見 事 記

季干IJ r建築主世合』の第 1 鋭にイ主宅特鞘械を出

すについて、宮桜の住宅の見事記を是非ものして

〈れと続職部の方から協合の京都文部に fこのみこ

まれに。新憲法によって息筋: がな〈なっ fこが、今

まで常人のうかがし、しることのできなかっTこ宮桜

のイ主宅を、この機舎にグシボーしてはぜ' うかとい

うことになり、それに縁の深かろう京都にもちこ

まれにわりである。役員合の席上、 O氏が K 宮邸

ならなんとか統合がつ〈とのことで、見撃のメム

パーをきめて日時をうちあわせに。

さてその日になってみると、カンジンの O 氏は

列さない。そのほかにも一人依席あり、結局E 氏を

1 人エキストラ iこ動員して H 組のダツトサンにの

って同勢 4 人でのりつりに。府立病院の一つ甫の

河原町の辻に K 洋裁研究所という名」、 f ゴがで、い

る。その辻を入って大き〈開かれに門の前 lこ草を

おりる。砂利をしきつめ fこ門内の正面に木立ちが

あっで、それが草まわしになっている。そのうし

ろに玄闘がある。む〈りやねの一棟の正面に同じ

むくりやねの寧寄せが出っぱっている。人気のな

い様子。

横の洋裁研究所とかいたへイの方へまわる。エ

鞍 馬 寒 1 f -

ワになっていて、そこまで入りこ tr と南肉きの二

階建がゐって、下はど' うやら見容の目的の一つゼ

つ? こ洋裁研究所らしい若い娘さんが 10人1まさプミ

シンをかげ fこり、カタを切っ? こりしている。あや

しげな 4 人づれに向うでもきづい? こらし〈、 U 氏

が縁側にちか令〈と、奥の方から先生らしい婦人

が際到にで、これこれとおしえて〈れる。

結局逆もさ' りをする。砂別しきの前庭 iこは白い

ペンキぬ 1) の立噌ノj 、屋が二つチヨコナンと並べて

おいである。その昔この中に請願巡査( nがfこっ

ていてわれわれ如きもの、入門をするさ. < とがめ

にの ｴｾ ろうが、今はわぴし〈片づりである。玄開

北側の入こみを入ると玄関わきのヘヤが事務所に

なっていて、その入口が丁度その側面に聞いてい

手こ。

来: 奮をつげると乃木大終りようなクピのシャン

としている老人が出て来て上れと L、ぅ。

クツをぬいで事務所に上る。す、められてコシ

をおろし? でわれわれ新米 4 人のタンボー記者0 )

に「何をみようとするのですか』ーーと短刀直入

の質問、急にこ Tこえが出なかっ fこが、前おきのよ

うなことをしゃべると、この家はもと滋賀県高知事

中江大分氏の宅で、それを K 宮がゆづりうげられ

にものであるとの話… … に、? こちまち漁備調査不

13 
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充分の失敗を気づい? こ。

2  

屋敷は宮内省所属地1511坪、ぞれに東の方に奥

行数聞は鴨川の河川敷になっていて、合計2040坪

北の方が奮中江邸で平家建日本官官〈御殿) 194. 6坪

とこれ iこ〈っついに土離洋館二階建43. 8坪があり

これが表向きの部分、これに廊下で甫の部分がつ

な-がる。こ、から甫がもと池小路郷の邸宅のあと

で、御中二階'42坪、甫御殿76. 1坪が十っと甫にの

びる廊下でつらなり、丁度その; 境のところに商の

方へいま洋毅皐校につかっている 2 階建皐習室

33. 1坪がある。

これらの建物のうち、北の表向き御殿は財産税

として犬戴省に物納されることになっており、南

の部分のみが現在すまいにつかわれている。われ

われ一行はその北の表向き一一中江氏の建築をみ

せてもらっ七のであっ七。

此の部分の平面構成は第 2 圃の如〈商側に玄関

内玄関、使者の聞なさ' ー蓮の玄関部分が南北に一

線をなし、玄関から真すぐ東へ 5 尺巾のタタミ廊

下〈クユ戸タンじき〉が走り、奥の方四ツ自の書

院風の主屋に j重子る、その途中に 8 帖の臆接室が

14 

中島

ある。主屋は東向きに南北14帖、 10帖の大室があ

り、そのウラ側、中= ワぞいの高マドのある縁側

に緩して 4 帖牟27、表 4 帖 1 つがならぴ、来容は

この廊下をつfこって 10帖の方へ出る。 10帖は入口

近 < t: 床の間があって、うっか bすると来客が上

座にすわるうれいがあるとのこと。この 10帖のつ

〈りは無論和風? ゴが、イス式でテ{ プ; 1 - を民中に

脚のまがつにイスカ; 6 脚 lまさ' おいである。天井の

特有の照明器具とともにいかにも「官邸」らしい

形 .r: あ る。

オクの部分は中央廊下から北の方にのベ? こ郡:会

で廊下の南側に室がならぷ、内= ワ側は召使いの

へヤらしい、こ の椋がさらに珂へおれて 、そ の最

尖端に大きな台所がついている。

‘

 

.. 

，

 

h

 

'

 

3  

内玄関はこの台所- と玄関わきの事務所につかっ

てるヘヤのも一つ東隣のへヤとの中聞にヤネがつ

〈つであって爾方に入るようになっている。婦人

客なさ' はこ〉から北の部分へ直接入ったという二

玄関棋の南はしと主屋とをlt ずぷ位置に、かペ

厚 1 尺あまりの土疎づ〈りの幣制= あり、二階建

で小さなマドが四方にあいている。下は鍛格子が

はまっていて、二階にも鍛扉がついている。まに

地下室，もあり、地下室には内坪にドライヱりアの

様なところから入る。地下は倉庫t: が上の方はす

べて居室につ〈られ、中江氏はこ、にすまってい

にという。官時の殺伐な紋勢、鯨知事ともなれば

如何なることを考えて〈らさねばならなかっ fこか

ー建設営時の世情がさこそ主しのばれる。建もの

〉外まわりの建具にはすべて栓が細かいサンなぜ

の中に巧妙にしこまれていて、警戒厳重をきわめ

るのも、これと一脈通す・る。

この土離づ〈ちは夏はすす・しいのではなかろう -

かと ，I ! l 、うが、果して住み心温はご' うであっTころ



う。カペっき暖婚もつ〈ってあるが、 K 家ではこ

れをすまいには全然使用してなかっ? こという。二

階のへヤは春向きの感懐室らし〈、南正面のカペ

陵虐はフスマでか〈し仕込みになってい、その上

tこか、げ? こ大きなカガミのカマチ lこ入つでいる金

の菊の紋章と東西のまさ' の上についている黒うる

しのとヒプサのスグレな芝' は、なるほぜこの家に

すむ人の素性を明にしている。

4  

立 i辰なすまいーしかしこれが税金として物納さ

れてぜういうことになるのt ' : ろう。

住宅のないとき、余裕住宅として開放するがい

、ーという考えは住宅難の貧情とその解決の量的

面を民創に考えるものにとってすぐ考えつ〈こと

t ' : 。しかしこれを余裕住宅として遁営に直切って

佐まわせにらぜんなことになるt ' : ろう。[ " プグに

真珠」なさ' というアイサツは人民を愚罪するもの

で問題にならぬが、しかし何かも一つセンスのか

りにやり方行どし、う集がする。建築の内容は「床

面積』ではかられるものばかりではない。本官に

これをうま〈利用しようとすれば、しか〈簡単に

「開放』とはでてこないから f 。

k いって、では作J に利用するかーというと、見

事者一同の意見は放館か料理屋台旬、、という。そ

うすれば建物の保存がよ〈なれ線、ヒノキづ¥ 9  

の立祇な建物にみがきがか、って〈る。

なるほぎそう 1: 。しかし考えてみると料飲停止

の世の中に現在京都にはいかに放館、料理府候補

の建物が多いことか。性にピヅグリあっ f こ梓用を

しようとすれば、背の大邸宅というとすぐそうい

う用途しか出てこないというのは何を物語るので

あろうヵ、

強舘にしても住宅の鐙種であることを考える

と、これは不思議ではない。しかし犬邸宅が多数

の世帯の小住宅にはかわりにい、が、放3官ならき

ちかわるということは、日本の生活様式の未開

き、非荒土合性と、住宅構造のf白粍i生と -占ι 、家族制

度を反映する調立性のない間取り、なぎがからみ

あっていることによる。構造の方は出来てしまっ

てるものt ' : からしょうがないとして生活様式の緯

点は将来われわれの生活がかわるにつれて慣1演が

かわって行¥1 : ろう。今ではま民館や料理f苫という

等生的臭気のこゆいものしか用途がないが、、やが

て働〈人々の生活にむすびついに。例えばクラプ

といっfこようなものにもっと重点がうっ、て行く

べきだろう。 ，主主 iこ背0) 大住宅の将用についてのみ

ならす・、将来の住宅を思う iこつけても痛慢される

のは、この生活様式上及ひ:t:il#1宜上の未開きをな〈

することである。

羊頭をか、げて狗肉をうる見穆記になってしま

っTこが、これで資をはf二すことにする。

- - 1948. 3. 2ー
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錦 糸 の 時I

ぽ 宰 州 事1，-1三必

(  1  )  

人類はいま原子力時代の扉を押して一歩中ヘム

みでfこばかりである。この新しい時代の大饗宴場

へわれわれが入りこんでとき、そこにさ' んな食卓

がまちもうりているか、われわれのすまいがさ' ん

な風 iこかわっている f ろうか一一こういつにこと

を半ば昼想をまじえて推測し、えがき出してみる

ことはなかなか柴しい。まに必す・しも無袋ではな

かろう、なぜ' なら、日常の生活に這われていると

つい懸史の大きな流れをみうしない、しら十しら

すに u ごらぬことに心身をつかれさせて、ものご

との本質をみる眼をうしなう危険が多いからＱＢｾ。

しかし私が今こ、で害〈のは、こういう住宅の未

来ものが? こりではない。

いまわれわれのもっている「住宅 j 1れ、ろいろ

な貼で歓陥をもっている。ぜんな献陥をもってい

るか。それをさ' う夏めればL、、か、そう L 、う現貨

の要求を微分し、更に積分1 : ることによってゑが

き出されで〈る『よりよい住宅」一一これを目前

の謀囲として、将来の位宅という題目にこにえに

b、。

( 2 )  

二? こ昔まえ住宅の改警がさげばねにとき、ちょ

うぜ第一次世界大戦宰のあと日本の資本主義が一

段と隆盛Zを加え、ひとびとが商洋の風を比較的自

由にと h久れようとしにときのことピが、昼式の

生活をやめて椅子式にかえるということが主張さ

れに。すまいで昼の上の和服生活をしていると、

公りの生活は殆ざ
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衣服も、住み方もすべて二重 1: なる。この二重性

があらゆる無駄の根本原悶になっている。家具が

複雑になる、もつものが二重になる。せまいすま

いをよげいせま〈している。これをあら fこめよ

う。活動的で衛生的な椅子坐式に… … というので

ある。つまり混観している住まい様式を何か統一

ある合理的なシステムに組み? こでようという主張

であっ? こと考えられる。趣旨としてはこの主張は

現在でも正しい。二重生活の改善、すまい様式の

整簡と単純化ーーをもたらす住宅の改善、これが

まづ第ーにあげられる将来の住宅の僚件である。

( 3 )  

駿守後アメリカの生活綴式がな lこかにつりでよ

〈引あいに出されるが、アメリカの婦人記者が日

本人の家事.作業のやり方をみて、その不合理、非

能率におさ' ろい? ごということは家事を間聞にして

いるわれわれがなるほど' と恩、つfここと 1: つ1: 。

日本のすまいの家事のわづらわしさは、; 炊事に

せょせんだくにせよ育児にせよ、あるいは帰除や

かたづりにせよ、すべて設備の原始さということ

に最も 大きな原因があ ると考えられている。アメ

リカ的生活様式から剣断する とにしかにそう 1: 。

しかし、われわれがみんな各家庭に 電気冷蔵庫や

自動皿洗機、自修j車をもっfことしても果して家事

作業がさＧれ ＱＺｾＱ 簡草になるか一一アメリカの子供

をもっ婦人のなげきを 2 < までもな〈、う? こがわ

しい。従来の家事絞済のいとなみ方はすべて個人

主義経併の原則でつらぬかれていに。生産の生活

は荒土台化されているのに、消費生活は、個人個人

がま〉ごとの採にコマギレにしてやっている。そ

のf こめ家事作業がぜうしでもかきんできて、如何

に能率化し機械化しょうが結局主婦と L 、う家事努

働にしばりつりられた人聞が必要になる。男女の

平等も婦人の解放も一一無論それを機織的に解揮

することはまちがっているが一一この個人主義も

家庭経憐のグガをゆるめな〈てはとうてい宜現き

れない。

いろいろなすむ? でめの設備を共同化し、住まい

生活を集臨的におこなう、つまり生活の祉合化と

いうことが従来の位宅を考えるについて大き〈と

り出されねばならない僚件である。



( 4 )  

従来の日本のすまいにもへやというものはある

が、 fこいてい紙障子とか、ふすまとか簡. なもの

で間仕切りされてい、ま? こ出入りに illi9 ぬげねば

ならぬものが多〈て、調立し? こ室というものがな

い。と同時にすまいは家族全体の共同の〈らしで

あって、その中に個人キキの私の生活というもの

が、ほとんさ' 行われ得ないようなし〈みになって

いる。ぺんきょうとか身じまいとか、睡眠と ‘か 仕

事の能率上、風紀上、あるいは保健上ひとりひと

りが別キ iこいとまねばならぬ〈らしも、家全体の

共同の〈らしの中にー草者〈材こになげこまれてしま

っている。偶人の人間性というものが無視 5 れ、

健全な夫婦生活もできなければ、高度の文明枇舎

の一員となって行〈個人をぞ f ごてる環境としても

不充分である。 しかも霊長のつ〈り方が万事『家」

本{ 立にできていて、家を祉曾から隔離することに

のみ力が入れられ、家は祉曾から高野をめぐらし

てシヤ断され、立汲な門がまえ、中に入ると玄

関、客問、感接室、座敷なぜ' という家族の〈らし

には直接か〉わりあいのす〈ない部分。が大きな顔

をしてのさばり、〈らしとすまいを窮痛にしてい

る。つまり役宅のつ〈り方が長い間の封建的な家

族制度、社合慣習にしfこがうようにできていf こ。

そういう住宅のつ〈り芳を新しい民主主義社合の

家庭生活に適合するような形に根本からつ〈りか

えねばならない。

( 5  )  

民主主義1 ( i . 命が進行しつ〉ある現在、このうつ

りかわりと闘蓮してとくに上述のような在来住宅

の献陥が指摘されるが、そのほかあら fこめるべき

点はまだま 1: ある、従来の商業主義的な借家のつ

〈り方を再検討してほんとうに便利で能率的です

みよい間取りと設備をもつに住宅をつくることも

その一つだし、プタの棋な平野集しfこすみ方をあら

? こめることも必要である。

住宅とピツタリあつに能容的でっかいよい家具

をつくり出すこと、採光通風、保温なさ'保健的な

保件を満足させることも必要である。なかでも建

物が平詩集する都市では何をおいても住宅を不燃化

することが必要である。まに、戸キの住宅のつ〈

り方ばかりでなしさを休の配置、公共施設や都市

計E主力4 、すみかとしての住宅をふ〈む全体の〈ら

しを健康にいとなませるようにできていねばなら

ない。

( 6  )  

しかし、このようなわれわれの住宅にのぞむ願

いはすべてが今はじめて言 L、? ごされにことではな

い。であるのになせ' 賓行きれなかっTこのであろう

あ。それはわが園の現在までの張展が富図強兵な

さ' といわれながら貨は軍備をおこし隣国をいにめ

つりることばかりにカを入れて人民大衆の生活は

頭からおさえつげられ、低〈められてき? こからで

ある。つまり農村では農民が高 b、小作料でしめつ

りられ、食うに困って者1¥曾へ出て〈る損害働者は食

うや食わす志の変い賃銀で傍j かされに結果、充分な

住宅にすな? ごりの家賃が姉えす¥ひど' い家を建て

安い家賃でかすやり方が一般となっTこため、よい

位宅なさ極集浮土のはなしで、封建時、代 以 来 の

『起きて伴帖ねてー帖JI r: の、 「うき ilt の仮す・ま

い』なぜというあきらめがい、こと? ごとされてし

まっでいる。こういう人民の〈らし、人間的な要

求を然観し? こやりー方、考え方をまづめら Tこめなげ

ればいかに佐宅の改善改革ーをきげんでもそれは笈

現きれない、憲法第25僚にいう「すべての閣民は

健康で文化的な最低限度の生活を管む撤・利」を賓

際にも凶尋るよう、政治や経済のし〈みが一歩一

歩かえられて行かねばならない。

( 7 )  

しかしまあ待ちなさい。何しろわが閣は理主宰で

まりて、 42() 万戸といういまの生産力、経済カでは

さ' うしようもない佐宅不足においこまれている。

位宅をよ〈するといってもそう念によ〈はなりま

ぜんよー- 1 : 、かなり 『わかっている J 人、いや

むしろ小才・のき〈人ほ 5 そんなことをいう。果し

てそうであろうか。断むてそうではない。

この人fこちは今のわれわれの住まいのみじめき

を 420 万戸という住宅不足に原因があると，思いか

りている。しかし今の人民の住まいのみじめさは

決して 420 万戸の不足によって生じTこのではな〈

? っとその前からあっ? こものである。? こ fご戦争で

( イカサマな算術でわり出しにこれ1: げの数の〉

( 18頁 下 欄 山 被 ( )  
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君主

ゑ撃すノみをも・

家といっても、法律的な意味の家でもな狩れば

また封建的な制度を蓮想、する家の概念で色ない。

私が、これから述べようとする家は、家庭の後み

をする家であ b、人間の;倭む家のことである。

日本式の家、即ち住宅について、私は、づっと

以前ごんな面白い話を聞かされたことがあっfこ。

ぞれは、日清・日露の南殿役で、日本が勝つ? こ

ので、世界の人身は、世界地圃の中から、虫眼鏡を

使って、やっとのことで、東洋の一隅に日木とい

う/J 、豆粒iまぜの閣を蛮見しに。そして 、彼等は、

こんな小園のさ' こに、あの滑、露のような大きな

闘を取等で負かすカが潜んでいるのか、と多大な

疑問を抱いTこ。

住宅が不足し、みじめきの度合いがきっ〈なっ? こ

にすぎない。鞍前はもちろん現在でもゆTこかな住

宅を fこのしんでいる人聞は津山ある。こういう不

公卒、不合理をそのま〉でい〈ら位宅の復興をき

げんでみfこところで、結局家なきもの、叫ぴをう

ま〈利用してい〉限をしようとする人キの餌食に

なる ｴｾ Ｑ￰ にすぎない。

18 

日本人は濁善的に、われわれには大和魂という

色のがあるの f 、と手前味噌の勝手な熱ゼ吹いて

い? こ。世界の人キの日本に針する熱心な研究が始

まった。そのうちでも、随分ものすきな、闘のあ

る外題人は、日本人の常住する家の構造につ いて

好奇心をもち、種キ調査研究し? こ結果、その結論

のーっとして、日本式住宅はすべて木と土と紙で

建議されて いる。中には草乞多量に使用している

のもゐる。そのTこめ、技と桂の問、穏や障子の合

せ目、或は障子の択を通して、室内のさ気と外気

との交流が常になされる。即ち喚策提置が 自黙に

出来ているので、日本人は至極健康休に窓まれて

いる、これが、日本人の鞍宰に強い原悶である。

というのであるが、諸君はさ' うお考えですか。

こんな話は、全くのナンセンスであり、日本の

家に謝する外薗人の皮肉であると解離して、恰度

いｾ < らいの話であるのに、つい一昔まえまで、

これを本気で他人に話して聞かせに日本人がいた

の忙から困つにものである。

もし、かりに、この話に遮ぺられていることが

事責であるとしにら、今度、日本が無僚件降服を

しにのは、日本住宅はあまり喚気がよすぎて、国

民はさを部風邪にか冶り、熱にうかされに結果であ

る。と設明しでもい、ことになる。これこそハイ

センカタルという病名であると落をつりにら、立

涜な漫談になると b、うものである。

私はこの原稿のはじめに、こんな昔物語 b を害

い? こりれさ' 色 、家の構造が、そ の家に住t J 人聞の

健康に、全然影響を奥えないものであるなぞとい

う考えで、これを害いにのではないことを特に断

住宅問題の根本はさ' こにあるか。そのありかを

ハツキリつかんで、それをあらためで行〈 復興で

なげれば、いかな建設も、すヤれfこ設計画も、結

局のところ人民大衆には縁ぜおいものとなってし

まう Ｑｾ ろう。

将来の住宅を考えるにつりで、私はこのことを

切に思う。 =1948、4、1 0 =



ってお〈必要がある。作成かといえば、私は、家

の楊迭は、その家に佐t J 入聞の健康に、食糧と同

じ程度の影響力を有するものであると確〈信じて

いる者の一人であるからである。

アメリカの大都合では、アパートを建築して、

その部屋を一週幾ドルかで、市民に住宅として貸

す場合には、一際嘗局え届出る。そうして係官が

その建築物を検閲に来る。この検閲官の中で特に

頭カな権限を持って検査するのが、火災7象防と出

火の時の消火設備、住居人の緊急. 遊離設備等の治

防哲彦察官吏であるとのことである。

勿論、これらの消防警察官吏には、わが閣の背

徳官吏のように、その狽カな様限を笠に着Tこ れ

まには、 ，これをむやみと握り廻すものもなりれ

ば、その係官から設備の不完全を指摘されて、そ

の補強を命ぜられでも、ゎ. が園の建築業者に一人

もいないと問じように、これを何とか内需でもみ

泊してもらいにがる不心得な家主はテメリカにも

いないそうである。

( 人聞の生命財産を保護する f こめの、 A 嘗な命令

をもみ消そうとするより、火災を未燃にもみ消す

ように、その命令を遵守しに方が、何時かは家主

自身の利袋になるのにがな… … 。〉

災害強防についで、保健衛生の視点からも、細

い規則に照らんで巌械な検査がなされる。喚気を

よ〈するにめに、窓や入口のドアーを、日本式の

障子にしろとは決していわないそうである。

巌塁塁些に於ては、室内の温度を午前中は何度以

上に保つように、午後は何度より以下にならない

ように、子供達が部屋で着替えなぞする時に風邪

にか、らぬようにと、人聞の常住する家として恥

し〈ない高杢の設備を、法律が要求しているので

ある。一一感遣いしてはいりません。これは、は

じめに害いにま川、アメリカのある大都合での話

です。ー{ 柱と柱、襖と襖、障子と障子の間際や、

障子紙が外気を吹き込む遁路になって、健康の? こ

めにい、なぞと、外園人からほめられて、それを

まに喜こんでいる閣の話とは、とても雲泥ぎころ

でな〈て、火星と海底ぐらいの相還があらうとい

うものである。さ' ちらが火星で、さ' ちらが海底か

とお零ねになるんですか? きあ、それはその人の

好みや趣味によって異ります。

茅 の 柱 に 茅 の 屋 根

手紙さげてもいとやせぬ

なんて、誠に原始的な非文化的な家に住んでも、

愛するお方とならばい、と いう人もありますから

ね。もっとも、今時、こんな結婚生活で我慢して

{ れる相手は、恐ら〈蛮見出来ないでしょう。

きて私は、日本式の家の悪口ばかりを書い? こが、

その良さのあることを否定するものではない。本

格的な設計のも e ¥こ、新しい生活様式を考慮に入

れて建築され? こ日本式住宅には、純洋風作りの住

宅に勝るとも決して劣ものではない。

しかも、日本式の位宅口、笠海かも知れぬが、

目本式の庭がめり、買〈な〈とも、育苔のなしに

石殿簡や木石が、程よ〈配置されていて、ぞれに

うち 7Kをして、見るがらに涼しそうな風鈴の吊つ

である紘側で、夏のタペのピー J レ一杯なぞは、到

底洋式の住宅では望み得ベ〈もない日本位宅満特

の風趣とでもいうものである。

併し、こうし? こ日本式住宅の風情や雅趣や枯淡

味によって、一日の疲れを慰められるほぎの住宅

に接な日本人が、呆して麗人いるかという問題で

ある。正確な統計 iこょっ? こわけではないが、恵ま

れに日本式の家に、築しい生活の後みを接げてい

る日本人は、恐ら〈全日本人の十パ戸セントには

及ばないのではないかと想像する。

さを図民の一割IJ j 邑らす・が、享楽する日本の住宅を、

日本式の住宅と呼ぶことが如何に潜越なことであ

るかはまことに明かなことである。日本人の九割

以上が、只草に文字通りに雨露をしのぐ 1: げの犬

小屋に等しいマッチ箱式な家、その雨露も渦・足に

は凌げない巣の中でごろごろとや? と生きてい

る。これこそ世界に誇る? 日本式住宅の姿ではな

い? ごらうか。この情けない双貧は、敗戟によるも

のではない。未r 殿の始まらないすからづっとき !

結いている現貨である。 fこに、敗哉という事資が

その好まし L ない現賓に拍車をかげにと いうに過

ぎない。

職災者の多〈や引揚者の大部分の人キは、六昼

の部屋 iこ、二組、三組の夫婦が子供連れで雑居 し

ているのが現変である。こんな家庭の夜明性の保

てない雑魚のま日き家庭生活から、 A しい祉曾の秩

序を維持するに足る道義心が生れる筈がない。
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し〈論議されて来? こが、何時の間にやら衣食住の

うち、食の面が大き〈クローズアップされ、衣と

伎の問題は少〈とも食に従題するかのような取扱

われ方である。

私は、人聞の健康. に到して、家は食と同じ程度

に影響するといつに。そう Tごと確〈信じている。

その点からも私は、住は食と同程度否それ以上に

主主点的に取扱われでも、決して間違っているとは

恩わない。佐の問題の解決によって、白から食の

問題の解決が可能であるとも考えている。

f f i [ . f t の政府が、主食の供出、農村針策等に主力

を注 c 割合 lこ、住宅の問題に関しては、如何にも

生温い劉策しか有っていないように感せ' られ? ここ

とは誠に遺憾なことであっ? こ。

今次の政撃をにあ? こって、芦田主班の政権に開し

て、位、民、閣の三波の政策協定が成立'しに中に、

住宅問題を具体的に解決せんとする強い意思、が表

明されにことは、まことに喜こばしいことであ

る。われわれ閣民は、その政策の賀行を充分推進

し、監腕しなげればならない。まに今後は家の建

築 lこ首って、貨をつ〈すことよりか、新しい生活

様式にマッチするような文化的な工瓜と、家庭生

活の愛情が、設計の中に充分取入れられるべきで

あることを、最- 後に特に強調して、捌筆すること

にする。

‘～Ｇ内ＢＧＢ、ｾの

藤原セイケシ掃‘  ‘・
‘・

7  

「日本中からヤミ屋を一掃するには日本中を ifiJ

務所にしな〈てはい M の」 j  

「大医ーそれでは議事堂もそ ζ に持って行かな i  

ければな P まずまい J ｾ＠

柿 . . . . .  、、、、v 、・h 内......，、....... 町、，、、、 ｶ 、，、ｾｾ、ＢＧ～Ｇ、向、，、、ＢＧＢ、向旬、ｾ内ｾ

衣食? こりて臨節を知る。この言葉に一つの民理

を認めるならば、私は、家き 1: まりて増産を見る

色い冶 fごい。勿論、家のさ 1: まるところから控節

を知ることの方が衣食のTこりに場合よりか、真理

に近いと思、う。幾等衣食が充分でも、住の定まら

ないところには決して曲節は生れない。もっとも

衣食の衣のうちに住を合ひと解するのならば、ま 、ｾＮＮｾＮＮＮＮＮＮＮＮＮｾＮＮｾＮ
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? こ話は別である。

特に私は、日本のイ主宅白、今少し家庭の秘慌の

保持出来る苦B屋 を 考 慮 し な り れ ば い り な い と 思

う。中華の人々が、自分の疲室には他の部分より

莫大な費用を惜気もな〈かりると聞いているが、

誠に、疲室こそは、人聞の心置きな〈休憩・する場

所でゐり、疲を回復，させる唯一の場所でゐる。

日本の佐宅にも、この療室に開して合理的な考

慮ばかりでなくて、愛情的な温い計算も入れて、

プライベイトの世界、疲勢回復のオアシスとして

蜜点的に取扱はれてい〉と張〈主張しにい。

作J れにしても、自介の棲u ' 家、人聞が;倭むにふ

さわしい家を有f こない日本人がうようよといる聞

は、決して文化的葱明もなりれば、新憲法の精神

も生きてこない。民主鞍後、衣食伎の問題がやかま
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ペヂ互L 戸会

こんな家にこれから住みfこいと

恩ふ前置に私は其家の周囲の理想

的な環境を先す・第一に芳香へます。

それは『ピジネス』を中心とし? こ

アメリカに見る都心、のrアメート』

か、又は伎を室〈しTこ自然に親し

む回国が良いか、各人各様の考へ

方で長短は討論曾の問題でしゃう

が、常は都合に伎んで居り、他の

風知也に週末の家でも吾キに出来

得る時代が来れば別ですが、現在

として私の家は、やはり職業柄でしゃうか、贋キ

とし? こ静かな郊外が良い様に考へて居ます。

黙し、健康的な明るい田園では有りましでも、

自分の恩び恩ひ iこ、家を建て、、それぞれに何等

の機能的 1t 連繋を持Tこない様な物では無しに、私

の 『ユートピアJ は充分に文化;施設の得易いーづ

の計査を中心、としに集合的な田園都市と云びまし

ゃうか、そう云ふ庭に位みTこいと ，患います。

交通機関の隈を中心として、それに吾キが生活

lこ必要な1: 1，1 の施設… … 皐校、病院( 感急. 的な〉

郵伺局、買物市場等、即ち都合の一つの『プロッ

ク」が昔1- 査を持つで集合されて居る様な虞に、手

近な私の桃源境を見出します。

きて今度は位宅ですが従来の吾キの習憤上位の

み衣服から、かり隊れて敵米の家と云ふわりにも

行かんでしゃうが、吾キが友人なさ' を訪ねても良

〈洋服のま冶で、家庭で過して居る人が多〈、叉

私も生活の簡素化と云ふのでも有りませ八が、洋

服のま、で過す事が多〈なって来ましTこ。昼の」二

のi洋服ではなん? ごか窮屈で、日本人でも永年アメ

リカで暮しに人は、やはり椅子の生活が昼より良

いと云はれる様に疲れて家に師って、すぐと昼の

上に不行儀に疲縛ん1: りするより、安楽椅子の方

が良いなと思つTこりします。順次吾キの生活も費

って来るでしゃうが、私は将来椅子式の家に住ん

で見? こいと思って居ます。

然し生れてからこの方令っと必の上の生活に馴

れて来Tこ吾キは、やはり昼の味も捨て維〈一室Tゴ

げは捜して置き T目、と考へて居ます。

日本の家が幾千年来考へに考へて日本の風土に

誼する様に出来て来fこのでしゃうが、今少し夏は

掠し〈多は暖〈ならないでしゃうか、手先のみ暖

める火鉢では無しに、例八ぱ朝鮮等の温床の如〈

床下に暖房を採って、その家で椅子式の生活はと

考へます。幸い建築の専門の方キが讃まれること

皆様の新しいプランは、これをテーマとして有り

ませんでしやか。

吾々が生活上一番今迄憂管に感じて居Tこ事は、

その非衛生的な事でしTこ。鼠と油虫と蝿を、水洗

式の便所と台所の改造に依って流行病の媒介所で

無い様にしTこいと恩ひます。

『賞濠で無い賞湾』吾々の家庭に電気冷菰位は有

ｾ＠ 1:' iいものです。吾閣の風土にマッチされTこ、科

準化されfこ設備を持つ家、余りに漠然としTこお答

へですが、これが私がこれから住み? こい家です。
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末 政 清 子

園贋〈大き〈とも貧乏住宅

置い大きな家は、家人の手も充分捕ってゐて、

毎日毎日待の先のい? こむ事や雑巾の布に心配のな

い、のんびりと掃除ばか bに明りくれする人が居

てこをはじめて気持ちよい住いであって、麗〈大

きい上にその家 iこ気品がついて、一居立涯に見え

るのである。

職時中から放鞍後 l二かげ、家庭の仕事に望せする

入手は、家の大小に関係なし全〈主婦以外には

皆無と云ってよい状態であり、拭き掃除に入用な

雑巾の古布も、次第に少〈、家の内外の滑帰・が行

届かぬ様にな h、あちらの隅にもこちらの隅にも

す、が下り、携は〈ちて例れか、 h、門にはさ' ろ

はねが、こぴ bついてゐると云ふ有様では、裏長

屋の小さ〈とも、拭き細れがする程きちんと掃除

の行き届いfこ家よりも、よほぎみすぼらし〈いTこ

いにしい。

圏郊外に住むとすれば、茶席や

往古の庵室! こ住みたい。

小さい家、必すもしも貧乏〈きいのではない。 /J 、

きくとも気品のある家屋と云へば、 誰 しもすぐに

茶席を頭の中に浮かべる事と思ム。尤も茶席は材

料を謹ぴ数寄屋大工が十二分に手をかけてゐると

云ふ賠で、安普請の極小住宅と同一服する事は出

来ない。又茶席は元来茶舎を催・す mの建物で、主

客が調つ? こ美しい食生活を行ふのが主で、生活さを

瞳の場所ではない。しかし完全な手入と掃除の行

きとぜいに繍酒な建築と庭園のー蓮を思った1 ' : け

でも気持ちがよい。整漂な理想ではあるがいつも

この様な潔境に住み七いと思ふ。自分一人でこの

様な環境を作り出さうとすれば、日常の掃除手入

に相嘗な努力の要ることは尭悟しなげればならな

L、。

斯様に茶席専用の建物ではな〈、往古聖者が住

んで、それぞれ今でも残ってゐる大限府布施の慈

雲ヰ章者の嬰龍庵cn京都府八幡に近い松花堂昭乗

の松花堂、一乗寺にある石川文山の詩蓮堂… … 等

がある。作J れも、茶を? このしみ煮炊き、療起きを
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なし、悌典、漢籍、書番を紫しんだ生活の場所で

ある。大医に近 t 又大肢に一番縁の深い慈雲象者

の隻龍庵についてみても、あの小さい建物を慢な

〈昼間利用されてゐる駐に頭が下る。主主者は感得

であっfこだりに、細か〈頭が働〈のと数多い謡番

の置き場に苦心されにのではないかと思ふ。大分

前に見撃しにので、記憶が湾くなってゐるが、縁

側の鴨居上に戸棚がつけられであったり、角を利

用した三角戸棚等色あちこちに設げられてあっ

fこ。又近頃の様に燃料不足には了度よい作りつげ

の助炭の織なものが、 Tこしか燈に取りつけられて

あった。叉其の燈の上部を戸棚にしであって、常

に乾燥 してゐるので探りをきちう食品の貯議場所

に好適1: と感心しにのを費えてゐる。

この様な庵室に住みたいと云へば、作iJ1: か醸遁

生活を想像されるかもしれないが、陪Q I i 生活では

な〈、世の中とのつながりはしっかり持ってゐて

祉曾のｾに役立つ生活を詮肘こい。

圏大都曾のまん中に住むとすれば、

完全なアパートメントハウスIご

住みたい。

従来の下宿屋まがひのアパート、特に大限には

多かつfこ一室アパートは、一入者にはよいとして

も、家族のある家庭生活を管、tr 場所ではない。都

市計霊が完成し、賓施され完全な不燃!全共同住宅

が建てられ、住宅問題解消の日が一日ち早〈来て

ほしいものと恩ふ。

完全な不燃性共同住宅即ち鍛筋コンクリート句

アパートメントハウスと云ふ事になると、建設者

経営者、居住者等全部が、従来の和風木土産住宅と

は住宅の各項に渉って根本的に考へ方を鍵へ、生

活様式を種更しなければならないと思ふ。一戸営

りの面積を決定するについても、人間一人嘗りの

呼吸に用する酸素消費量を基準にした衛生的最少

限度の居住面積と云ふ事は、鍛筋コンクリートに

なれば、徐程紳経質に扱ってもらはなければなら

ないのではないかと思ふ。それは従来の和風民壁

紙障子、ふすま、らんまの際問fごらりの、自然換

気の旺盛な和室できへ、一晩中療室として使用し

に室と、そうとない部屋とでは、朝防除を してま



わる時に、その部屋の臭気ででも空気のよごれて

ゐることがよ〈わかる。まして洋風大壁の緊容な

周壁の洋室に於て部屋の昼気の新鮮 度 と云ム引に

於て、療室の問題のみなら令、電熱でな〈茨火を

多〈使用する我溺の燃料事情により、十分な注意

が必要1 " : と恩ム。

床のえ犬態も従来の和風星野が習慣になってゐる

ので、昼 l三室せする執着がま? ごま1 " : 若い人達にも多

いかと思はれるが、裁筋コンクリートの床に直接

T二、み敷は、吸漁性、吸7K性、吸慶性の日j から衛

生的によくないし、又昼の保存上から去ってもよ

〈ないのではないかど患、ふ。

敗裁による頭の切換へをこんなところへも、い

さぎよ〈感用して恩ひ切って全部を、椅子式に改

め、椅子、卓子、疲台、洋服ダンス其他台所用具

に至るまで設備 し、経伝若雪持ちとし、居住者は損

料挽ひで借用し、大切に扱ひ、韓居するときは、

トランクや行李位で、簡単に任地から任地へ轄居

出来る様であれば、ぜれ程気楽江ことかと思ふ。

若い人達も、年寄りも、皆験時中の疎開生活戦

災に羅った事による、やむを得ぬ簡易生活によ

り、普からの複雑な、我園の生活習慣から、大分

抜け切れて来てゐる事1 " : らうから、以上の様なア

パートメントハウスの生活は、大いに共鳴しても

らへるのではないかと思ふ。

圏狭くとも快適応

郊外に住むとしても、又大都曾に住むとしても

外部からの家庭努働に劃・する協力者がない限ち、

又あらゆる生活資料が豊富にならない限り、買い

大きな住居には住みに〈ない。自分の韓力、能力

tこ感じ、相官な文化活動に従事出来る時間と飴裕

を持ち、狭〈とも家の隅今まで、掃除が行き届き、

整理基盤頓もさることなカ Z ら、英時節キの室内装飾

が、すっきり と調ってゐて、作J とも云へない愉快

さのある家庭禁罪園気に住みf こい。

しかし主婦は相営な努力と忍耐が必要である。

住宅問題解決と共に、家庭の完全な電化と、主婦

へのさを家族の理解と協力が必要である。

〈昭和23年3月8 日〉

伊 豆 盛

私の食べ? ごいもの、私の着「こいもの、それに此

の題の私の佐みたい家、と言ムのを誰でも書いTこ

ら、夢物語り三部作が出来そうです。ぞれ程現貨

とかり離れ? こ昨今で、亦、 fことへ駿災でこんなに

家が焼かれないとしても、 Tごk 1": ん人聞が庚い土

地を持つ事が困難になり、そして押しこめられて

行りば行〈程i二に伸ぴて，家の中から自然の姿を

見る事きへ出来な〈なりそうな始末です。

如何考へでも、今の所、私が住みf こい家は、現

賓に住めそうもありませんので、ひと恩ひに、私

の頭の中にある、夢物語りの私の住み? こい家を御

披箆しようと存じます。

その官庁に、西敵の近代建築が、押釦、スヰツチ，

化粧室、靴拭ひ、鍵穴、電線、果は盗難除けぺ J レ

等、窓から見えるものは、直綿で組み立てられに

ど) 1 - や、それに三角や四角の練ばかりではとても

殺風景でfこまりません。ライ F 三シグ、ロット Tよ

さ' は科撃の梓でせうが、イ旨J かぎらぎらしTこものを

感じて、余り見fこ目も気持の良いものではありま

せんが、さＧんなものでせう。ヌ ｾｊ りとられ＿ご芝生と

テニスコ戸トの中に、正方形の建物では、余りに

も、自然に反抗してゐる、悲しき抵抗の姿です。

私は建築家の最も大事な感覚の一つは自然との

調和にあると思ひます、自然との調和を、如何島

理するかと言ふ寸能にあると、思ふんです 。建て

られに家が、大費立波であっても、自然と調和し

てゐなかっTこら、立i庚な建築とは申されません。

そこで私の住みにい家は 、よく自然と調和し1 " :

他所の人遣が見ても紫しい家、御近所の人遣が、

私の建てTこ家の震に、御迷惑を象らないし、亦其

の地に遊ぴに来Tこ人遠からも、額iこ敏なさ' 寄せら

れない綾な家の中に先づ住みにい。そうでなげれ

ば、い〈ら家が立波であっても、決 して住み心地

はよ〈ありません。

それで 、自 然と境を援する屋根の線ですが、私

は如何色直線と言ふのが余り好きでないので、夢

物語りの第一歩は、屋根を、曲線か、波放線、律

動的な線で先づ自然と調和して員・ひ度い。そして

其の助げとして、樹キの殺りで圏んで貰って、平

和な住み家と、先づ I Aこい。
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『硝子戸の中から外を見渡すと、霜除をしfこ芭蕉

? ゴの、赤い貨の結つ? こ傑もさ' きの校1: の、無遠慮

に直立しTこ電信柱1: のが、直ぐ眼につ〈が、其の

他に是といって数へ立てる程のものは殆さ' 観線に

入って来ない。害粛に居る私の限界は、極めて翠

調で、さうして叉極めて狭いのである J

これは滋石の「硝戸の中』の害1: しの一筋です

が、私はこの文を書〈前に先づ頭に浮んてのは、

理想的な番嫌でしに。書粛と言うものは、もう私

達にとって、生活の中から切り離せないものにな

ってゐます。

此の作品から私は文豪の害粛の様子が想像出来

ますが、お隣りの中国の読書人も、書務には仲キ

凝って、特に窓外に到する闘心は相官のもので、

樹木、築山、 rrif. れと橋、小舟、茶園、果樹、草花、

亭、廻廊、端反りの屋根等、いろいろ並べましに

が、斯ふしfこ人# の極致で、逆に自然の雰毘気を

出そうとする気持はよく刊かります。

それで私の需要腎の設計ですが、全部荷予張 h、

それも腐J裕子の二重にしていTこちJ きます、外は同

然の樹木をあしらひ、烏が l符き、花が咲き、四季

の鍵化を眺め、音s墨の中は常に伎み心地のよい、

暖きと、温度とを保って。

私は簡の烏は、人間の宿命色習、はせ、温室の花

は人間の生活の苦るしさを表現してゐる様に感じ

ます。春は育芽を、秋は紅葉を、簡で I惨〈カナリ

ヤよりも、庭に来る薮鴬を愛します、そして世界

中で、最も四季の麹化の豊な日本の良さを硝子の

書清から充分味ひ度い。 1: - . ; ; f l 、は日本の家に在る

炭と穣圏を此の際追放殺します。これは毎日撲を

製造してゐる稼なもので、此の二重荷子の暖房を

利用して、凝る時も、落圏の要らない暖きにして

石茨も、木炭も家の中から婆を消して貰ひます。

そしで此の害衡の中の、ピアノも、電苔も、テ

ープ J レ色、本棚色、全部精子張り、書粛の中は硝

子とメカ= ツクなものだけ、外の自然の風景とさを

然反針の中で、私は好きな本を調ん1: 1) 、書い? こ

りしたい。

外は秋になると枯れ葉が一杯溜ってる、部屋の
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中は塵一つない、こんな環境を私は大型好まし〈

思ひます。

扱、こ、で、私の夢物語りを蛮展 S せれば、清

朝の商太后は、一食に百皿の茶を食べTこと言ふ毎

食の豪華な献立てに、蓑しい限りですが、お風呂

の方は銀の盟に湯を入れて行71 < をされてゐf こらし

い、私は銀の盟の行水よりも、一日二回風呂に入

る設計をする。

風自は青磁のタイル張り、洋式のパスは感心し

ません、錯湯にある位の大きさの湯ぷねに、朝夕

lこ眠ら? 、一日中浴槽に満キと、換を T二、えて、

その風呂場にはラジオがあり、湯にひfこり乍ら、

音楽を聞い fこり、エユースを聞いたりする、テレ

ヴイジョンがあれば、それも置し、とい亦脇に、

疲台、ソファーを置いて、出て来ては、おお. 美味し

い3ゐb

1意霊玄: してE貨主ふ。

私は趣味として、入浴し乍ら食ぺる事が好きで

湯ぶねの端を食卓にして、そこで、珠玉の細粉を

もっ茶椀に、麺保見に焼鴨子をそへて、湯に浸り

乍ら食ぺれる様にしTこらば楽しい。此の方の話し

は、私の食べfこいものに現するのでやめます。

? k に夢物語りの庭園は、私は釣りが好きなの

で、自然の社の中に、潟水を、鮒や、タナゴは吉、

んばし〈ありませんのでイ海水を利用して庭 lこ釣

り場を設げる。我の尊敬すべき建築家に人聞が住

みよいと同じ様に魚、の住みよい家をむしらえても

らう。調書に飽き? こら、此所に来て釣りをする。

朋友遠方より来fこれば、先つ' 好みの ;魚、をき〉、

鮪の三綜酢に、蝦フライと決まれば、暫時の猶橡

を乞ふて釣場に行〈。生慣〈鯖と蝦がとれす・に、

鮪がひっか〉つTこら、亦 4 誌は脱線しまし? こ。

夢4舎」語 bは作J庭迄行つでも果がありません、と

ころで私の本官に住み? ごい家は、もう少し撮影所

に近〈、今居る所よりもうーと間位麗い程度の家

が慾しい。そうすれば、硝子張りの害粛し食卓

っきの浴場も、鮪の釣れる庭園も要りまぜん。

然し其の程度さへも、目下の私のところでは夢

物語りの有様です。
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熊ノ問 = 羊3it 山

7 画Eセ ノレモ ノ

一 二 等 食 堂

並 喫 煙 室

一等 出入口開閉

ヨ 日一 二等 食 公

並 喫 煩 室 ヲ見ノレ

一等出入口康問

彫 刻

本 船 縦 断 面 7 柄

材ニ銀箔ヲ d占E

テ表シタノレモノ
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全 長

長 〈霊線開 〉

幅 仁型〉

深 く型〉

吃 水

線 噸 数

118. 70*  

113. 2υ米

15. 85米

6. 80米

4. 90米

3. bOO磁

搭載草編

客 車 ノ揚 合 7踊

主 汽 継

主 機 械

貨 車 ノ;揚合 14柄

三菱舶 用三胴型

水 管 議過熱恭f寸

三菱衝動反動式

一 段減速装殻付

タ ー ビ ン

一 等 椅 子 席

本 船 右 側

7廿尾 ョ 9 分 首

ヲ 見 タ ノレモ ノ

等 客 室

折 塁悪霊台附 ノ部屋

針金車白馬力

航 海 逮 カ

放 客 定 員

建 主 査 所

竣 ヱ

4. 500紬馬力

13. o節

等 .16名

一 等 おふ名

一 等 633名

計 ¥) 34名

三 菱 震 工 業

紳 戸 造 船 所

昭和2; l 年並月9 日

( 本館 ノ特徴〉 本 船ノ、列 車・渡船 トシテ 建 造宇 レ特 = 就 航航路ヲ考慮 シテ 通風媛房

設備 ヲナシ冬 期 = モ快 適ナ ノレ航海ガ出来 ノレ、列車弓 l 出入 = 際 シテノ、船鱒 / .左右傾斜

修 正 ヲ自働的 = 操 作 シ 得 ル授 賞 ヲ備へ叉電源 トシテ 全船交流ヲ採用 ノ補機類全郎ヲ

君主化シ 交 流 電動 機 ヲ使用シ テヰノレ。
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中 座

外 観



観 覧 席

ーーーコ ｺ ニ ニ ヰ 子平 二Ｎ ｟ｾ Ｍ ヰ 司 τ ド ー

場 所

敷地酒税

建 坪

延 坪

中 座 説 明

大 阪市南区菌検町八 ・九番地

色り6. 25主F

364. 5.} 坪

737. 0'め坪

階

数 ! 本 館 三 階 〔 地 階 付 〕 建

裕 治

e t . 根

様 式

牧容主主員

起 工

竣 工

量生計施工

l 別館 三 階 建

銭 骨 鎗 筋 コY !l 9 - ト括主及鍬筋コ y ク 3 ー ト治

日本瓦主主

鎌 倉及室町末期ノ現代化

12ω 人

昭和22. 2. 18

昭和22. 11. 30  

徐式合量土 木 村 総

一 階 平 面 園
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ぞの昔 300年も前からの頃、道頓堀には「中の芝

居J なる中座の前身があっfこ。以来中座は停統を

誇る数キの名舞台を遣して浪速の大衆に親しまれ

愛されて来? こ極めて由りの深い芝居小会( 康I j 場建

築〉なのである。

火災でやられにのは明治9年2月と 17年の 12月そし

て今度の殿災とであっで、何れも火災には弱い木

造建築であっt: 。

ところが中座は美事に復奥されて、今度は耐震耐

火の鍛骨鍛節コンクリート迭である。

私は今年の1 E 月開場以来四回ばかり『中の芝居J

を業しみ、従ってこの建築之詳細に見謬する捜舎

に恵まれfこ。

小舎が無くても芝居を禦しむことは出来るとい

ふが、私は建築と芝居を直別しでは考へられない

遺〈ギリシヤの古代野外劇場とか日本の田舎に

催まれ? こ小屋なしの農民度1腸なさ' まに味もあり趣

の異つにものとして認めるが、ぞれはそれとして

も芝居と共に芝居小屋は同じ目的をもっ文化形式

として直別出来ないのである。

中座の官官に立っと、先づこれは新しい締麗な建

築t-: ! : : 感守る、それから、それからは観る人によ

って種キであらう。殊に内部へ入って舞台の正面

や天井が親客の心を柴しませて〈れるあTこり、人

人によって想ふことが撃をつて〈るのは嘗然である

古風だと考へられる方は既にこの建築の様式に

注意きれてゐるのであるが、これは設計の意固に

鎌食風らしい室町と更に桃山風の豪華さもカHへ

てゐることで理解出来るであらう。

幕合にーゎ Tこり見狸はすと、幕切れの興奮の中

に種キな色彩や狭飾がとり込んで〈ることを味は

う人もあるであらう。

線中) 主の建築

或はま f こ9Lf台正面の上にある破風にみとれて気

分の時換も出来る場合がゐる。そ してこれはみん

な木で作つf こ建物であると考へでもよい。ぞれ程

入念に古風な木造様式を表はすやうに努力しTこの

がこの建築である。

そう云へばこの場内に新しい木の呑のないのに

気のつ〈ことがあるかも知れ、ない。これ lこ到して

ペンキが巧みに使用されてゐることは、現下の事

情で復興建築の止むを得ないやり方なのである こ

とを識らなければならな L 、u

楽しみの控! ; い今日の時勢に 、僅か iこ興へられて

ゐる我キの娯楽に芝居がある。これを楽しむ時建

築もホ換しみの針象にしたいものである。

この建物の見皐で特に御世話になっfこ木村組の

方キ( 鼠計と工事を機常されfこ方 4 ) に夏めてお

躍を申上げfこレ。

111111川 111HIl l l l imnz

Z  電 無 工 事 の 御 用 命 は 3  

5  関西配電公認の大阪電気工事組合員へ御願ひ致します ミ

芸 圭

i  大 阪 電 気 工 事 組 合 i  

i  理 事 長 荒 木 健 市 3  

3  事 務 所 大 医 市 繭 島 直 玉 川 町 四 丁 目 一 二 5  

電 話 此 花 ( 46) 1  8 0 9 ・1 8 8 6 番 5  

弓111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川川川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川川川111111川川1111111111"細 川11111111111111111;;
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住宅は住み心地よ〈っくり? こ

柴 谷 邦

いのです、住宅は住み心地よ〈

て衛生的で、能率的で 、安全であれば心は次第に

帯ちついて必持のゆとりができて何でもする気に

なります。家庭をも? こない父母の膝元に同居して

いる若い人達でも自分の位む室が快酒、イ理利な温

い室であれば、のペつに外を歩いにり友達の k こ

o にばかりいりぴfこつにし映郵や喫茶庖へと赦

っき歩かす・に自分の家え早〈蹄ることをいそぎま

すので、まちがひを起すことは少ないのです、ま

b て家庭をもっ? こものにをいておやであります。

ぞれ程明るい家庭、住宅、温い室、能率的な作業

場が必要なのであります。食べることが必然的に

大事なことであるように住ひも亦必須欠〈べから

ｾる重要なものであります。

本校の謬生に永年の間夏休の課題として蹄省に

際して自家資測をする習慣になっていますが、そ

れによってみれば製圃するのに大習をであらうと同

情に堪えないような大邸宅に住う者が相官に多い

のであります。そして建築後百年も出てゐるとい

うのも五つや六つではありませんでしに。家放員

数による大きさな

ぜ問題でない大邸

宅なのです。しか

るに日本の現在は

ぜ う で あ り ま せ

う、多〈は焼かれ

爆破され、援され

て、 Tこうにう四百

寓戸以上の住宅の

不足をきげんでいる時勢であります。大邸宅の住

ひ方を如何にすべきかの時ではないのです。新し

〈建築される住宅の康さは王十坪から三十坪に制

限されぞれが十主坪 lこ現在は十二坪といふ狭/J 、住

宅になってしまひまし? こ。

いつ? こ L 、住宅には家族のうちで主婦が一日中居
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位す る時聞が

多いのですか

ーら一番意見の

でるわりであ

ります。 11 こ

れみよ H のそ

。

し

れ
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目
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やす〈するのが主婦の任務のように思ひます 、こ

のような住宅への使命が婦人にあるとすれば住宅

の設計設偽2等 を皐間的に探究する婦人があっても

あえてゆきすぎではないでありませう。構造上及

建築材の使用設備等其他の智識を盛つfこ教育を施

すことは決して意味

のないことではない

と恩ひます。

扱て住宅は出来る

f ごり多〈の室を日光

のあ fこるような方向

にむりなければなり

ません、全部の室が

自首りのよい方に向

かない k しでも特に居聞は担割1二日嘗りよい快遁

な方位にお〈ことが必要です、やi.fせ' ならば家族は

常にこ〉に集まって明朗な生活をしf こいがfこめで

ゐります。それには主軸一南北線を子午線に併向

させるか多少東か商に振る。即ち十度内外西南へ

向けると午前から午後 iこかりで比較的長〈日光を



字受するこ

とが出来る

からその方

伶に住宅を

向けるのが

肝心であり

ます。そし

て温風の抜

げられる窓

を南と北に

或は大限謹

は商に抜げ

るように: 工

夫します。

日本では脅かも三尺、六尺というように規格寸

き

h

「

ら

戸

ミミ

法があっ? こので押入は必令奥行三尺間口六尺とさ

まっていますが、押入としてこのような大きさで

は使用しに< < て不何であれまに立韓的にも利

用しでいないので昼間が多〈て無駄が多いので

す。奥行九O糎の押入はおそら〈幾具をTこ〉んで

いれるのに必要で、他はこんな深いものはいらな

いのです、押入れの

奥深いものは E うせ

その奥をあまり利用 砂

しないのが普通です

よしゃ普段使用せぬ

色のを整担しておい

に長しでもいちいち

前倒におい? こものを

出してから奥のを出

ｉｾＺＺ 鹿市，就寝，有栂宇Ｂ［Ｑ I-!' 

.4ff dQ: ; l イヴ' 1. 1，ず放

予パナオグ ｉｾ イ

すのでそのザ慌のか、り方は存;首なものでありま

す。故 lこ疲室の折入れは奥行九C 粧として疲具を

? 二、んでいれ、疲具入れ以外の押入れとして洋服

をかげる改良押入とするなら七十五粧一六十五糎ー

とし、幅の民中 ｩ こ ｪ 底意棒をわ＿こ Ｍ ｾて洋服掛としま

す、若し在来の三尺の押入を改良するならば真中

に板の仕切をしで背中合はせとして室の入込みの

棚としてその上に衛生箱とか針箱とか飾棚等に使

へば便利でありますし装飾の一助ともなります。

台所の日常品一茶碗小鉢等一入れの押入戸棚は

三O糎の奥行にするのが遁営です。こ冶こそ三尺

の押入では曙〈てI ! l l : クモの』誌なぎのか、るもの

となり、不衛生な所となり易いのです、日常の出

し入れのはげしいものは濃くして簡易に使用出来

るようじするには三O糎位の深さがよい。

以上のように押入はその用途によってその深さ

の浮き慮がはらはれねばならないのですが、ぞれと

問時に立程的使用法も考へねばならないです、民

中の棚の上のみに品物をあげであとは上が盆聞に

なっているような押入では不経済であります。入

れるもの iこよって高さ三O 糎一四C 糎と轡lて棚板

をつり上手に利用する工夫をするのです、スペー

スの利用をすれば居室の規格住宅で申しているよ

うに、床面積の十王% の割で押入をとっても、さ'

うにか物品を識じ整理をすることが出来るように

なります、室の中に品物を忙し ｔ こま、でお〈と ｾｌ

靴にみえ整つに美しさはみられません。できる t:

げ押入の中に離する

ことが必要でありま

すから主婦の工夫苦

勢を恩ひ家族は協力

してゆかなければな

りません。

台所は一家の健康

を維持する食物の調

Ｑ 掌 Ｏｬｴ 敬熱海［ＮＮｩｾ，守 Ｑｊｊ ｬＮ
ｉ グ働生 Ａｾｦ

理の場所で最も大切

な所であります。ま t: 主食を米にのみあふいでい

るので三度三度斜: 飯を炊き副食物をこしらえると

いう統かし、主婦の作業がこ、でなされるので、こ

、こそ能率のあがるようにしにいものでありま

す。在3 1 < のようであれば一日三回の炊事及片付り

の認めには匹時間乃至五時民主立ちつづりでレるこ
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とになり一年では九十日間台所で暮していること

になります。

台所の基準になるものは火と 7k と戸棚の三つで

ありますから、この組合はせを順序よ〈すれば能

率のあがることになります。火は瓦斯或は電気を

使ひ、 7kは水道を使へば著し〈簡草になります、

臭気も多〈でるところですから窓及欄聞を充分に

とって明るさと宰気のにやす〈抜付る工夫も必要

であって廊下式の台所は窓を大き〈とれますので

割合に理想的の台所となります、家具の配置のよ

しあしは作業人の動線を復雑にし距離が長〈しTこ

り疲努を多〈させ? こりします。国舎の賢い台所の

家具配置の悪〈賓施しfこ台所調査を本年も得fこの

であります。

大韓両洋料理でも日本料理でも調理する順序に

は大差がありません、即ち外から材料を仕入れ、

流しで洗ふか材料入 lこいれる、次には調理台で切

るか、 7二、〈かして鍋 lこL、れて次にかげ味をつけ

配膳して食事室に運ぷというのが - j f f i l ) の作業で

あります、故にその作業の順序に家具を配置する

ことにすれば動線はすなほにゆき交叉も少ないの

です左の園を参照じてみていにt: きfこいのです。

買い住宅を持つ家庭では問題のないことですが

十三坪位の住宅に三人なり四人なり住まわねばな

らぬとなれば夜の就疫には注意を排はねばならな

くなります。日本人の一種の〈ぜからか相官な賢

さをもっ住宅でも集って獲る傾きがあります、す

なわち昼式の疲具の幾つも敷げる便利さもありま

せうし、大ぜいが一室に獲ることから生す・る室内

の気温が上がることや心理的な和繁から〈る暖か

きの廠じもあるでせうが、これが室の生気をひざ'

〈汚ごしその上病気の家族が一緒にいる場合には

病気を感染させやすいのです。ですからこのよう

な場合には出来る t: け各室に分かれて獲ること、

( 2) 面積をできる t: け麗〈とること ( 3) 疲室の換

気をはかること等に注意をしなければな b ませ

ん。

圃のように規格住宅の六昼四昼牟三星ヰの場合

には六昼に家放四人みな就疲しては空気が汚れ易

いですから四昼牟との撲も開けて自由に宰無の流

通の出来るように衛生に留意することであります

以上の如く住生活は生活の大部分を支配する大

きな役目をもっているし、小さ〈ても狭〈てもそ

の住まい方一つで便利に能率的に、小ぎれいに住

まわれるのでありますから、工夫して最も策持ち

ょ〈住み? こいものであります。

""川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111日11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11叩11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111附1111111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11山11川11川11川11川11川11川11川11川IIU川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11附liI川11川11川11川"川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川11川11叩111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11削11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11目11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川111川11川111川!日川11川11川1111川111川11 l  

A 構 造 計 笠

「電熱利用によ るゴンクリートの養生に

就て』 板 倉 忠 =

「特殊木造槌手の賓験的研究』

後 藤 一 雄

『二つの平行図形隠遣の周謹t尽力に

就てJ 伊 藤 富 雄

以上三編は建設工主要第 2 号所・載

『捜角法J 小 野 薫 著 東 大二エ建築研究

所戸j ￥100 

B 計 霊

「理想都市J 内田緯文



竹 内 さ く
*  

私は侭利な家に住みf こL 、。入手

不足の上に用事の多い此頃、私は何よりも痛切に

此事を希ふ。朝は早〈から薪を燦べての代用食や

交物入りの御飯椿へもーな つ か し い 掃 除 よ 洗 濯 よ

繕物よと日キ一切合切凡て自家でやらねばならぬ

此頃の生活はとても忙しい。その上配給行列にも

立たねばならないし、目の廻るやうな恩ひで過す

一日は夕方になればすっかり草臥れて睡くなって

仕舞ふ。本首に物を考へる余裕も何も無レ。此の

秋に私は日本の家がもっともっと便利に出来て居

fこら日本の女性は 5 んなに助かる t: らう、 とつく

づ〈窓、」、。

*  
伺利の内で色特に便利であって欲しいのは台所

である。床は堅い木の板張で、台所全体が同ーの

高きであるのが良 い。下駄履で股いt: 1) 履いTこり

は面倒だし‘ 床の高きに高イまのあるのはさ' うも主主

臥れる 。

それから、今は煙突の附いTこ薪用のかまさ' が台

所内に欲しい。台所の電化や瓦斯高能は最も望む

ところであるが、ぞれは早急: には現賓不可能の様

であって薪に頗らねばならないからである。普通

の七輪で薪を境ぺ

て居る家庭が津山

ある様に見受げる

が、あれば台所内

で使へば台所が民

黒に練るし、外で

炊けば出入りが劇

し〈て、無駄骨が

折れるから良〈な

い。かまさ' の内部

¥ 弘菅苗7 j  

:己JJ
ｾ ｾ｝ ｣ＮＱｦ 二 ＱｌＷｊｊ｢ｲ 『

i c二コ i

射線的 1 ｾ＠ ¥- 1: /勾左心室

フγ2 初、$也、、

は大きいと燃料が津山要るから朝顔形に塗って憤

をノj 、き〈するとよい。

流しは相官大き〈少〈とも食梓洗の桶がゆっ〈

り二個並んで置ける t: けの廃きがあり 、 ぞの左に

7K切合が必要である。云ふ迄色無〈ごつの洗桶は

一つは食器の汚れを洗ふ? こめであり 、他は滑洗ひ

のmである。

台所の窓の面積は相嘗大きし叉欄間等高 いと

ころにも窓をつけて光線が作業菌に充分届〈ゃう

に、明るい気持のよい台所としTこい。殊に節電の

必要のある現今、寮間t: けでも明きの充 分な気持

のよい、台所で働きにい。叉流しゃ調理台は前光線

か右光線になるやうな場所に置き 、配置は右から
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相模書房琵行「音1- 裳 J M載 理 想 的 都 市 の

理念より出夜し古代より近代迄の理想、都市

を蹄納的に考案し文化計叢への前進を望ん

でゐる

「我々の問題J r計霊」所載

日本建築文化聯盟張表

今後の建築界に望t J 根本問題をと〈

「官官; 1I閣男建築事務所作品集」第 l 輯

商庖建築編 Ｑ ｾ＠ 14( )  

主に紀伊酉屋書庖の計霊、構造園高や潟県

を集め特に デテエ戸 ; l - を詳設されてゐる

r都市復興 と建築』積回稔著

相模書房設行
:y 2S. 00 

人口の集中領向より都市の復興を謹ぺそ の

fこめの建築様式と配置及び資材必要量を考

へられてゐる

「気候と住居』木村幸- i l 帯

相撲書房蛮行 主 28. 00

日本各地を気候直分しその住居計霊を、遺ぷ

「件. 生活」今和次郎著

相模書房斐行 y  16.00 

人間生活を休養 、祉安、事務 、生産等に分

け各キ について体重策的に害かれ?こ著

r復興住宅庄舗附住宅設計圃集J
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左へ、流し、調理台、 x場とするか、精しの直ぐ

左を火場にして調理台は中央に置〈かするのが勝

手がよい。

吹

台所は又、せいぜZ い狭いのがよい。歩行距離が

まかくて過勢しないからである。狭{ て用が足りる

と云ふのが私の理想であるが、それには道具、器

具、食器等に就いて検討する必要があると思ふ。

二つの洗桶は上部よりも低部の容つにものでごつ

が重ねられるものを選ぶならば、使用後は重ねて

片付げられるから場所を取らな〈てよい、鍋もそ

の通りで、数個室ねられるものを選ぶならば鍋棚

事

を か た 忌

の場所は木賞に

少〈て済t ! 。茶

碗、湯界、血等

と皆然りで、上

部の聞いに下部

の窄 Ｑｾ ものを選

ぶと、五枚十枚

重ねられるから、従って場所を取ら十、戸棚は小

き〈て事足りる事になる。上から下迄問じ太さの

湯零や、上部の却って窄んだ深皿や、手のついに

ｾｾヒー茶碗等は総じて場所取りである。斯んな

ものは衣食住不自由なき時の噌好品であって不良

と闘ひ乍ら園家再建の途とに努力する我等の家庭

に於て求むべき品ではない。

道具類に就ては、ＮＺＺｴＢｾプンやアイスク ・ ローム様

のやうに近頃誠多に使はないのに嵩高で場所塞ぎ

のものは思ひ切って台所から温放する。

ぞれから棚であるが、棚即答聞の利用は極度に

なさるべきである。云ふ迄もな〈昼間の利用が高

度であれば、それにげ平面を節約する事が出来、

歩行距隊が少〈なるからである。棚の一部程よい

高きの所には引出しを設げて、籍、しゃもじ、布

巾、宇袋、購入遁1喪等細キし? こ物を入れるに便利

E つ整理しやすい様にする。滋山の棚はさを部戸棚

にするのが望ましい。塵がか、らないからであ

る。棚への物の納め方は、眼の高さの所に最も度

キ使ム物を入れ、ヨたはその上下の走塁、即立つ? こ億

で楽に手の居〈範園のところに。重い物や瓶詰等

破れる危険の多いものは一番下部に入れる。背伸

をしなりれば届かない所、足櫨の要る所と上に行

( t こ従って、使ム度数の少いものを入れる。新う

云う風にして行くと、台所- はす・っと狭〈て充分間

に合ふから、従って伺利で、気安〈働けて、疲れ

ない斯んな台所が、私は欲しい。
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名古屋商工合議所編纂

アルプス紅殻行 ￥200. 00 

プランどエレペーシヨンの圃集

C 施 工

1 、土木建築工事施ヱ用機械 z f - 野井智治著

修敬社張行 ￥140.00 

2 、仮設工事とヱレクシヨシ 畑中健三著

理工圃害株式合位置行￥45. 00

仮設工事とエレクシヨンの施工法をわかり

易〈園解きれfこ現場用好著

D 建 築 史

1 、 r組成員撲随筆J 天沼俊一博士癌筆

34 

明密書房蛮行

建築史事者の紀行随筆

￥180. 00 

2 、 『日本吉建築圃錦J 下 傘 藤 原 義 一 博 士 著

星野書庄予j ￥260. 0( )  

室町時代以后と這加を合せに潟民附の皐術

的解読書

3 、「古塔巡膝J 北川桃雄著

東京出版社張行 主， 9().00 

各地の古塔を巡際し? こ臨筆的な紀行文であ

る

4 、『蒙古事問寺』長尾雅人著

さを図書房蛮行 ￥ 1oO. OO 



*  
私の家は亦、小さいのが良い。小さい程、手数

が省けるからである。叉資材の乏しい折の時笛向

きであるからである。しかし小さい家に、間仕切

のこせこせしにのは、息がつまる恩ひがするから

忠、ひ切って、大臓に間仕切を少〈する。きうする

と勢ひ、台所色、食卓も、何慮も、此虎色、丸見

えと云つfこ家になる。つまり今迄汚い廃として隠

し? こ場所が人眼につ〈事になる。とれが織かつfこ

ら乞食小屋か犬小屋同然であるから、作J震も彼虞

もきれいなものにしfこい。

先日、最近のアメリカの/J、住宅の圃を見せても

らっTごが、それには、居間に台所・色、食事する虞

色、勉強する虞も附いて居fこ。又台所は、ぞれは

それは垢抜りに上等なもので、他の部分よりもな

しろ優遇されて居るやうに見受けに。私は羨まし

いと息、つ1: 。

又私の小使宅ほ、鴎賞 h、風通し等の天然の恵

豊かなものであって欲しい。南の開げに土地に民

南を向いTこ小さな家。そして南には府附の大きな

窓があり、東と北には小さい窓。然も北の窓は隙

間風の入らぬやうに特別念入りにしである。商の

窓はや、大きし叉東や商の窓外には、落葉樹を

纏えて夏は線の日覆にずる。と云った風にした

ら、此の小さい家は、自黙の恵を豊かにJ { へると

恩、五、。

*  

小き〈て、極〈便利で、締盟で、きっぱりと垢

抜けしに家。そして天然の恵を素直に受げに家。

斯メな家に、簡素な住み方をし? こら、さーんなに良

い Ｑｾ らう。私は今こんな家に住みにい。又もし私

のやうな事: を思って居る方があっ? こら、その方キ

にも、斯う，云ふ家を提供出来る様になって欲しい

とつ〈づ〈希ム。

薄 鑓 板 卒 波 板

ド7 ーハンガー

鳥 羽 工 業 株 式 曾 枇

大阪市東m南久太郎町四了目

( 御 堂 筋 南 御 堂 前 〉
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特にラマ数のラマ廟を中心に響かれ、著者

長年の苦心の跡がみられ文化的慎{i A: の高い

ものである。

「新薬師寺考J 毛利久著

河原書底琵行 主55. 00

文献を余すなく考究し、新薬師寺の創建よ

りの建築美術に脅及してゐる力作。

「藤原文化と併像」米山徳馬苓

大八・洲出版枇琵行 :'f 65.00 

問調陀堂建築を翠ばんとする人の必要の書

r桂山荘』高桑義生箸

堂出服部理主行
￥150. 00 

「古代劇す復原』大場磐雄著

あしかぴ書房蛮行 封 。οo

昭和十八年褒見されf こ登目遺蹟の研究著

「ヒユーマ= ズムの建築』演田隆一

雄翼民社蛮行 ￥60. 00 

近代建築の特質主将来日本建築の遣なぺき

方向を機能主義の理念より論じに

『日本露英ー記に見ゆる寺院土l上の研究』

田中重久 史主主と美術180、181、 182号

日本鐙具記〈弘仁時代〉中に婁かれてゐる主

として奈良時代の多〈の寺院について来研

究のものを蛮表してゐる。
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温 環 境 の測 定 について

一一一
一一一

1  

緒 言 採暖をおさへられてしまっ仁寒い多

の職場にもう幾度ぴを耐え f こことか。これで吾+

は自然に興へられる温環境に安住してしまってゐ

? こ。他面では害事働基権樹b; ｾ五月から賓施されて 、

今年の夏は高温作業場の多〈の箇所が違法k され

ることになるでめらう。

こんな次第で今又あら fこめて温環境の測定の基

本について述べることの必要があると考へる。

2  

従来の諸測定とその欠陥一一( 1) 水銀をガラス

に封じに温度計が賞用に供されるようになって以

来この温度が暑さ惑さを示すと吾今は習慣付げら

れて来てゐる。この乾球寒援計は丞気の漁度を相

嘗疋確に示す性能を持ってゐる。しかし人間の寒

い暑いの感畳の程度とは並行しにものではない、

これは勿論理論上の乙とで、賞際上では人聞は自

分の感先を寒暖計の目もりの上に移してから感じ

ることを習慣的にやってゐる。

理論が質生活の面に移されて来るのには暑さ懇

きが枇曾問題にならねばならぬ、隆史的にはこん

な事情に立ち至つにのは産業革命以来大量製産を

目標にしに近代工業とそれに伴ふ鏑業とが多〈の

勢働者を法って、その勢働者が枇骨的な努力にな

ってからのことでゐる。

習l震的懇暑のはかりになってゐ? こ水銀温度計の

批到が始まつTこのは努侮J衛生の分野に於てであっ

亡。特に紡績と茨鏑とがこの検討の現場になっfこ

人聞が程内で班カロリ戸の熱を殻生するとこの

熱は亥1) キに韓内に放散されてゐなければならね。

この置からの熱放散は全〈物王霊的な現象であって

三つの放散の仕方しかない。そのーは空気に到し

て熱停導と空気のま討流とで夫ム路 ( こ h の量を C

とする〉第二は轄射によって四個の物置に熱を主主

る( この量をR とす〉第三は盟表面から水を吉区費

36 

梶 原 一
一
一

郎 二 二三

させてｾ 7Kの気化の潜熱として糧から熱を放散す

る。この量を E とする。程湿の一定さが保Tこれて

ゐる眠り、次の方程式が示す平衝が保fこれでゐな

げればならぬ。

M==u+ R + E  

この方程式の右項のうち 、ささ気の温度に正比開係

にあるのはc ( 熱停導と劉・流〉のみである。 R は

周閣の物韓の表面温度に比例し、 E は2主祭のも県度

と無械の速さとに比例する。

7k銀温度計は昼気の温度を示すが、周圏の物置

の温度にも、 2さ須の滋度にも気流の速度にも無関

係である。三つの悶子のうちの一つにだげしか闘

係のない示度で人聞の問題ときめるのは不合理で

あると云ふことが、例へば工場鏑山内の高温、高

漁の暑さが努資聞で問題になって来ると、科撃は

精度を増して来る。こ、でとりあげられにのが機

球温度計である。

( 2) 漁球温度計は無象皐ではすでに古〈から用

ひられてゐfこ。これは水銀温度計の球を薄い布で

つ、みそれを 7kでぬらしTこものである 。 この布の

箇から7 K が言葉寵して水銀球に空気から遅られる熱

を放散する。それで漁時温度計の示度は空気の温

度が飽和に至らね限り乾球の示度よりは低い。こ

の温度計は宰気の温度とｾ気の滋度に関係するか

ら乾球温度よりは入聞の感じに比例し? こ示度を示

すはづである、のみなら令温球菌からの7kの若返褒

速度は気流によっても支配されてゐるし、温球の

布は轄射熱を吸牧して熱( 温度〉に換るからいよ

いよ人聞の劉熱関係に近接し fこ示度を示すはす・で

ある。

工場 、鏑i J J の暑い場所では高温度、高滋度低風

速がしばしば組み合はされてゐるので、其所の暑

さの剣l断は漁球温度による方が正しい。叉高熱を

用ひる工場では高温、低協が組合はきれ、る〈例へ

ば熔の如き〉場合もしばしばある。この際にも漁

球温度の方が正しい。勿論この際には温度示度で



は努働者側には損で資本主側には得になる。

英図の工場法では、この理論によって、漁球温

度が恕限度〈許される最高温度〉をきめるのに用

ひられるようになっ? こ。

第一女世界大戦の際、武等生産能率が軍視され

努働効率を高める必要が感じられた際に再び湿環

・境の測定が精度を増すことになった。この時・には

皐問的には風速が主に考へられに。ーと云五、のは捜

械的に考へて風速を増加させるのが景色行ひや才

い策であるからである。吾キはす ｾ Ｎ ｉ ニ昔ー ・ から『ウ

チワ』を用ひてゐ? こ。

風速のことを考へてゆ〈と間屈になるのは水銀

温度計の球があまりにも少さしこの大きさに比

して人聞の組があまりにも大きいことで ある。 ノj 、

さい物種程京量に到' する表面積の比率が大きくな

る、熱は表面から失はれてゆ〈ものでゐるから測

定稼の大小が問題になる。そこで温度計の球を大

き〈する試みがとられに。ぞれと同時に空気の温

度と云ふ習慣からねり出て、新らしく宰無の持っ

てゐる冷却能力を測ることが考へられるようにな

っfこ。物理率的に空気の温度帰氏度と云ふよりは

宰集の冷却力を平方糠につき毎秒向カロリーと表

はす方が美し〈もある。こ、で生れ出 Tごのがレオ

ナルドヒルのカタ温度計である、この名栴は不合

理なものでゐるが本人がそう名づげにのでい f こし

方がない。

( 3) カタ温度計 これは鶏卵大よりちょっと小

さい球をもっTこ、アルコ - ; L寒暖言| ・である。イ巴し

常温ではアルコ ールは毛管音M立には登ってゐな

い。温度目よりは嬬氏三六度と三七度の二箇所に

ある r: け、毛管はそれよりも長〈て上端は小さな

球になって終ってゐる。この球の部分を四十度C

の鴻の中につりるとアルコー ;L は三六度、三七度

の自もりを越えて上部の球にすこしにまるぐらい

に登る。これを湯からとり出し、7k をぬぐって、冷

却カを測る場所に静置して冷えてゆ〈のをまつ、

アルコールが三七度をすぎる! 時にストップウォッ

チを走らせ、三六度をすぎる時に止める。 gnちア

ルコー J レとガラス球とから熱が& 気に移って、英

の温度が携氏一度r: り下るに要しに時間を測る。

球の中にあるアルコー ;L の量がわかってゐれば一

度温度が下るのに失はれねばならね熱量〈カロリ

ー〉はわかる。この熱量が失はれる表面積も ー箇

の測定穏では不鰹r: からこの演さで熱量を除しに

数は一定である。これを F とすればその箪悦は: z p .

方糎ゐ fこり何カロリーになる、この吾、を今i J l lJ つfこ

秒襲来で除すと、一平方糎あ Tこり毎秒作i カロリーと

云ふ冷却速度が出る。これを昼然の冷却カとす・

る。一時はこれも用ひられf七こが、冷却カと云i

念の新らしきが温度と云ふ習慣的な見方 lに二斗カか‘ わる

ことを大家がつとめないのと. この務棋の大きな

欠財即ち F がある程度以下( 二二度C) では賓っ

て〈るためにす fこれで衆fこ。

( 4) ャグルーの効果温度ーカグ冷却E艇が英閣で

考へられにのに劉' して、これはアメリカで湾へら

れた。 7k銀温度計の温度は物理率的には一腹正確

な調みである。空気の漁度色物理率的には正確に

iJl lJ られる。風速も又秒速作J 米で疋倦に測る ことカZ

出来る。いづれも純粋な物理接的数債である 、こ

の猫立しに肢を混同しTこ一つの測定僚につめこな

よりは、t J しろ純粋な濁立しに数依を得てこの組

合せを人間の感覚で評慣するのが最も基本的だと

恩へる。その上に、快感をもにらす抜柑の基礎と

してもこの方がより有効で便利である。この考へ

にそって提出されにのがャグルーの効果漁度であ

る。即ち気温、無漁、気流のいろいろな組合せを

具現する室を並べて 、そこに 海山の人聞を順次入

らせて、 〈理論上は入室時間一時間半を要する‘

人慢の熱容量が大きいから〕そこで受けに賓R惑を

投票させる、所謂ｃｯ ｭｦ｡ｴｖｯｾ｣ で組合せの感受拝領 ー

をさせる。この評債の結果を温度の讃みにするに

めには、人観からの熱放散の路を熱侮導と重野流の

み に す る 即 ち 集 淑 を ー0 0 %風速不感程度に し

て、温度を投票させてきめる。この投票の結果は

なかなか一致しないために快感鮎はみつからな い

で快感帯がきまつfこのである。このi J l lJ 定はブメ リ

カの宰気4条件工業の基礎になって大いに役立つ

に。しかし人聞の主視が入ってゐる駐が大きい欠

慰である。街ほこの温度マは轄射熱が金〈考へら

れてゐない監が一つの大きい欠慰である。

( 5) ヴヱ ; L ノンの球温度計 ( Y釘 且on gl obe 'l.' her 

momet er)  工場内の暑さが& 気の温度ではなくて

そこにある高温物種であることはすこぶる多 いこ

とである。溜やインゴツトは轄射能のある高温物

種である。ボイラ{ や高温の液韓を容れfこタンク

も又そうである。 '表面ω轄射能を低〈すればよい

のにがそれもよごれて来ると轄射能が増し て 来

る。工場の暑さは轄射の暑さと云ってよい場合が

しば' しば。ある。

暖房の手段にしても盆気の温度を高 t するもの

ばかりではない。t ! しろ高温物程からの轄射を用

ひるものが多い。壁につげ fこ暖泊、日本の火鉢も

そうである。これは暖房でな〈て買い意味でのヒ

ナタボツコである。地球上の温きは太陽の轄射で

成立してゐる。轄射は& 気の温度よりも軍要であ

る、室内でもそうである。これでパネルヒーテイ

ングが生れfこ。& 気の滑湾さの星占から云つでも語

会j 暖房の方なら安心である 。

こんなことからゲヱルメシのグロープ温度計が

認められるようになっf了。これは直径一五腕の薄

鋼板で出来fこ球の中に、7 k 銀温度計を入れてその

球をグロープの中心、においに色のである、銅球の

3'7 



面は黒〈ぬる、この形式の計器は一八八七年に英

閣の牧煙率者 Ai l rcn が用ひてゐる。球が大きいの

は、熱停導係数特に風速と関連しての係数が小さ

い球では人慢のそれからかげ離れるからである。

理論的にもっと大きくてよいのである。

グロープ温度計ーはグロープの表面が轄射熱棋を

吸牧して温度を高めそれを中の率然に停導して、

7)( 銀温度計の示度上の聞に轄射に比例し? こ差を示

す。

日本の夏の午後三時頃には私の記銀では最高四

十二度C になったことがある。大撃の最も風のよ

く入る室で八月の午後には三十二度f"'- である。叉

ヱ場内の記録では六十二度C .f守: のものがある。

英閣ではこの温度計の示度をャグルーの効果温

度に組合せる『ノモグラム 』 を作ってゐる。

以、土いろいろと考案され? こが 5 こまでも人間の

主概をはらひのげることには成功してゐなし、。? こ

が主概的な感受表現を連援しに数備にかへること

も考案されてゐる。所調温感受尺度をこしらへる

のであｾ。

投票の統計的整理の時に温感畳表現を数依尺度

( 表会将〉で置き換えると -v懲感覚表現を蓮観さ

せてや、こまかに到定することが出来る。又ある

温環境の測定法と温感畳との相開キ係を示す草加

幽線を作ることも出来るしそれから相関係教を算

出することも出来る。英明のペットフォードの成

績によると、

温感畳 数値尺度

あまりにも温かすぎる( 暑い) 1  

温かすぎる 2  

気持よ〈温い 3  

快 感 4  

気持よ〈涼しい 5  

Z京し過ぎる 6  

ゐまりにも涼し過ぎる〈爽い) 7  

感受投票. と. . . ・ H ・H ・H ・. . …との相関係数

ｾ気温度 - 0 4 8土0. 01

カ ク 冷 却 寧

効 呆 温 度

+0. 43土0.01

- 0.48土0. 01

グロープ温度 - 0 5 1土0. 01

負は逆の正は正の相関キ係を示す、最もよい温環

境の iWJ 定備がみつかれば相関係数は 1 に な る は ?

でみる。

3  

温環境の測定から主鞭を除 t
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. l VI=<J + R + E・・・・ H ・H ・- ・快感( S: : 三O と考へる〉

M どC + R + E .-・

( M= < J + R + E - S )  … ・・ 2玄い

M) C + R + E  ｾ・
( M= C + R + E + S ) ….--.. 者 い

2 の ( 1) で述べ? こ方程式をもと lごしてみると右

のような感畳剣衝が出て来る、この方程式をもと

にしにならば湿環境の測定から主視を這ひ出すこ

とが出来るは十である。この線にそってアメリカ

の¥Vi nsl ow，Gaggc Herzi ngto: J . そして Hari l y Du  

ｂｯｾｾ 等が仕事をやってゐる。

Wi nsl ow Gagge は:¥f の量を食物を酸化するに用

ひ C、れる限素の量から等出し、 ( C+ R ) を直接に

測定し、 E を髄震の減少から算出しに。この測定

の仕方を部分的熱量測定 p!¥): 己l U Ca10r met ay と云

ム。方程式中 S は人程に貯離される熱量の痩( じで

寒い時には- 8となり、暑い時には + 8になる、匂2

0 の時には熱2 f 衝が保? これてゐる、寒い時に手足

カ: 冷えるのは韓に貯められてゐfこ熱がとられるか

らで、生命により重要な捜管の温度をこうして保

持する。これと逝の場合には韓温が上昇する。

物理事的に方程式右項を温度に開蓮させると次

のようになる。

R + C = K ( 1 H- '1'¥¥"1( +Kc ( T s - 1'<1)・ H ・H ・..(1 )  

日= 身組表面の平均温度

T w =壁面の平均轄射湿度

目= 答集の温度

R  +  C=Kr ( Ts- : - Tw)  +  Kc( ' l' s- - Tめ・…・・( 2)

( りをこう書きかへることが出来る

Newto: l の冷却法則はR+C_ Ko( Ts - To) ( 3)

'1' 0をOperati ue Temp;J rdtue ( 作用温度) of  The 

enU_rOll J'l1Cnt と云ふ、 K oは複合冷却係数である

( 2) と〈めを釘比してみると

Kr '1' w+ K c'I冶

'1' 0 =  であり K o  Kr + Kcである。

K r + K c  

人種の Kr ( 轄射放努』係数) Kc ( 俸導放熱係数〉を貧

験的に求めることが出来る。いろわろな韓型( ふ

とつに人、やせに人〉でこれを津山測定すれば平

均的な備が得られる。この平均的な爾放熱係数を

用ひて1、を算出しにならばこの温度は基本的な温

環境の温度表現になる。これで主視を消すことカ Z

出来る。今の所1 ' 0はなかなか上手に算出されに適

切な混環境の表現であると認められてゐる。風速

を算入してこの冷却力をも' 1 ' 0 の尺度から減じるこ

とも出来る。叉E に鉛する気温の影響も算入する

ことが考案きれてゐる。しかしその叙述は長くな

るので又の機官舎をまっ。



組接待子議員、

終塁走後、いちばん問題となってのは衣食住の解

決であり、 2 年牟の量産月を経過しに現在でも、何

よりも未解決のま、でほり? ゴされているのも衣食

伎の事である。衣食のごつの問題はきておき、住

宅問題をとりあげてみると、敗戦直後の鹿股から

ようや〈醒めて何らかの努力は人達によって夫キ

なされてゐる。

が私からみればその建設の速度が遅 k t こるのは

必す' しも心配ではないが、その方向が誤つてはい

ないかをいちばんおそれるのである。私にちの之

からなす事は過去の復原ではな〈て新らしき建設

である筈である。この際佐宅問閣の民主的解決が

民創に、素朴に、根本的に考へられねばならない

これまで住宅の量の問題は政治家が考へ、質の

問題は建築技術者が研究工夫するといふ分業が慣

習的に行はれ、住宅の大量生産、ヱ場生産が何度

とな〈試みられ? こが貨例が示すごと〈その何れも

が失敗の蓮績であっTこ。

之等の仕事を私? こち建築に今ぷの素人がみても

すぐそれと剣るような弱点が種々あるのであるが

この人? こちはそれに気づかやにか或は無親してや

っ、りてしまっているように思へる。

建築施ヱの請負傷lJ 、規格の不統ー、三子J工業的手

法の占める比率の犬、資材供給面の不手際、大量

運送の困難、住宅工場生産化の限界性、勢務者の

不熟練等数へあげればきりがない。

新開家の建設といふ、この重要な時期に嘗って

20年前に論議きれに住宅問題が再ぴ出張点から検

討されなりればならない扶態である。

上記のような原因はいろいろ、 Tこ〈きんあるこ

と ｴｾ ろうが、そのもっとも基本的 ｔ よもの、ーっと

して私は芸大の点を狽調し7こい。即ち住宅問題の解

決に嘗つに建築技- 術者逮はほんとうの民衆の佐に

謝する欲求を知らなきすぎ子このではないかといふ

点である。非軍士合的、封建的、悶習的、孤立的、

公式的 k いつにものにとらはれにあ? こまや手で住

宅が建てられていつにちにまつにも切ではない。

特に住宅問題の解決を委ねられてゐる官臆や牟

官牛民の圏休がこの弊容を及ぼしfこものと考へら

れる。

住宅問題の民主化とは解放的、祉合的な住生活

の管みであるといふこの太字マ書かれに一行には

絶望討に関連ひのない所であるが、そうかといって

それが直に安易な共同炊事、共同便所式の施設を

遺る事に直結するのも早念すぎるのである。

正直なところ民衆は之等の枇合的、公共的施設

や、生活を受付いれるところまで進んで来ていな

い。これまでのわが閣の下積みにされて来? こ民衆

の立ちお〈れと、之等施設のえ1稚な賓験的な解決

が災ひして、民の民衆の正 lノい欲求を歪めてしま

っているのである。この民衆の自己矛盾を解明し

て、理想的な社合生活へと導〈事が、建築技術者

の第ーになさるべきこと Ｑｾ と思ふ。

事責私fこちの住んでいる家は、電気水道設備を

除いて50年前、 100年前と何ら費つては L、ないし

$ ろ劣っている点もあるのではなかろうか。伎に

劃する民衆の欲求は背と今と饗らすも、 fこえす・求め

つづりられているにもか、わら十依黙として不満

足なま、賭されて L、る。科皐の進歩に態じてそれ

が果してざれてけ埋められfこであろうか湾へてみ

れば疑問である。

以上甚t: 言葉が足らないのであるが門外漢の苦

言として重量築技術者の方に呈した心。
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れてしまってゐ? このr から、今となっては

日本の建築設備は、さを〈無いも同様の有様

主いってよし、。

イ2 宅

コヱ= E  

設備

1 】

まして、住宅では、電気や瓦斯のー態の

設備は残されてゐても 、活用 は出来す¥健

所や台所や、浴室の設備は、損傷を補習す

ることもなしに、放置されてゐる。アメリ

ヵを除〈他の交戦闘行つ? こ閣々でも、多分

似? こやうな情態だらうが、これが、今後さ'

んな風に設備し直されてゆ〈こと t: らう

か。

イf dまE 支

もともと、設備の機棋的なことは、アメ

リカが、最も進歩してゐるらしいか色、大

勢としては、これに見習ってゆ〈として、

生活様式の遺ひや、経済の程度の差から、

従来よりも、もっと合理的で経済な方法が

案出されて行〈ことにもならうと恩ふ。日

( 1 )  

庭に飾られてゐfこと患、はれる足の折れ? こ、プロ

ンスの鶴や、片手のもげ? : 二宮主主徳、翁の像と一躍

に、火鉢、放熱紫、ヱレヴヱーグーの部分品、さ

てば、折 flij つに赤さぴ色のパイプなぜ' が、ゴチ、ヤ

ゴヂヤに積上げられて、雨 1渡しになってゐf こつい

二三年前の情景が、眼に浮んで〈る。

金書S回牧で、出きされ? こ放熱器なさ' は、使用中

は冬になると、毎日熱しfこり冷え fこりしてゐ? こも

のt: から、兵器なさ' の用には立? 二十、折角集つ? こ

U まいへ、使ひ途のないま、に鎗色の山を作った

に沼ぎなかったのであらう。スクラップ色、パー

ヂンスクラップでないと、ほんたうの使用に耐え

るものにはならないのださうである。こんな運命

に世かれた建築設備の部分品の量は 、さぞかし移

しいものであつにろうと恩ふ。欧米の都市に〈ら

べて、はるかに貧しい設備t: つTことはいへ、建物

の擁災が何にか〉わら子、早〈から設備が撤去さ

ｾｏ＠

本でも「冬は運動すれば温か〈なる、夏は楳にな

れJ といっ7こ工合の生活は、もう過去のことにし

7こし、し、個人生活の向上によって、祉舎の衛生欣

態、個人の健康が保fこれるやうにならなければな

るまい。前大戦後に、臥米の新建築家が集って、

間際新建築合議を開き、住宅の問題を討議し七時

に、充分な健康保持の設備といよ、射に重要性が認

められ、その設備方法に伴って、新しい機能的な

建築桜式が生れにのであっ? こが、今も又、衛生上

危倶のないやうに、設備する必要に迫れらて来? こ

と考へてよからう。

( 2 )  

建物よりも、もっと多〈を失はれてしまってゐ

る設備の再建は、なかなか容易ではあるまし、。し

かも、パラック建の住宅しか得難い今日にあっ

て 、 *の音1・3撃に 高金の考慮を梯って置き? こ L、もの

である。住宅としては，所謂家屋病といはれてみ



る各種の惇染病を7象防する立前から、必要限度の

方注主慮置とが、即刻にも必要なのではあるまい

か。住宅の保健上の4条件としては、保温、防も号、

換気、採光、照明、何所、浴室、台所等の諸設備

があるが、就中、大切なことは、暖房、便所・の設

備なピで、これも建築? ゴげの取扱ひで解決する程

度のこともあるし、機械カを必要とする設備もあ

る。今迄の考へ方でゆ〈と、多は火鉢か庖縫にあ

? こればよし、便所には箆を埋めて汲取式でも用は

足りる。しかし、新しいジェネ ν ーシヨンが、A f :

殺の室よりも、板の間の生活に心索かれる苧うな

らば、筒- 形の瀬戸の火鉢で手を温めるのでは、生

活がものう〈、部屋を温めるに要する木炭の消費

も英大と 7より、粗造家屋では、温度の上昇も売っ

かないにめに、幼児の風邪なさ' にも心配がめらう。

熱のロツスといふことを経済の上から見ると、ま

るでこれでは知撃が無さ過ぎることになりはすま

L、力、。

コンクリート建のアパートででもあれば、スチ

ームや温水の暖房装置を設りる機曾も多〈ならう

が、今の虎一般的 lこいへば、兎も角経済的であっ

て、厨房用の繋'!M，、や、浴室の熱材、からの絵熱を、

冬の保温用に使ふといっTこ工合の設備を工夫しfこ

いもの1 ' : と恩ふ。之が住宅設備の重要な課題にな

る。

便所なさ' 色、従来の汲取式では、清潔感に乏し

いのみでな〈、チプスとか宏、痢の患者ーが褒生する

時を恩ふと、 /J 、佐宅の集落は忽ちにして危険にさ

らされるわりである。い〈ら都市衛生や、祉看守衛

生をやかまし〈いつでも、足許から、個人の健康

が、おびやかされるゃうでは心もとない。といって

さを都市の便所を湾化装置にすることも出来ない相

談であるとすると、目標は揮化装置 tこ置いても、

取あえす・波取式の改良、つまり改良便所の工夫が

要る。内務省式( 厚生省式〉とか大正式もよ L、が

すでに、その欠鮪があれば、更に之等を改良さ‘ れ

て然るべきであらう。こ〉にも、一つの謀閣があ

る。笈ーは、設備としての課題は、まことに多いが、

官会白も少いので、こ〉では保温の問題について、

もう少し 5 、立入って見ょう思ふ。

( 3 )  

元来、暖冷房と換気とは、昼気調整といふ一つ

の技術的方法にまとめて考へられて来? こので、暖

房法の解決は、同時に換気法の滅・足されることを

窓味するものであっfこ。つまり室内のイ呆温は、室

受託の湿度ーを調節することにあっTこわけである。

ところが、此世紀に入ってから、熱頓射の研究

が、非常に進歩し? こ t- めに、暖房法として、普・遇

寒暖計で測ってゐる気温とは別個に、人種の表面

と、周 閣の%J 韓の表面温度との聞に作用する、熱

の稲射によって、保温することが初まったのであ

る。これが工業化されにのは儀キ十数年来のこと

で、 F府間“ Pl mel Heat i ng" 低温編射暖房法といふ

方法なのである。

此方法以、温湯の流れてゐるパイプを、天井と

か、床とか、時には墜に埋めて配置し‘ 室の周壁

を温める。無論、ボイラーはもとより、相営畏い

管を必要とするわけで、小住宅なぜ'1こは直にこの

方法を遁用するわりには行〈まいし、第一経済が

許さないが、この理論の路用から、簡易な採、暖設

備がい〈らも工夫出来ること t: らうと恩ふのであ

る。これが家庭の経済にもなるならば、愈々面白

からう。こんな考から、街少し〈熱輔射利用の暖

房につ L ・てのベて見ようと思ふ。

人聞の身韓から、惇導や、蒸衰の形式と並んで、

将射によって、生理的な後剰温を放出するのを、

衛生撃では『射温n 呼んでゐるが、この射温が、

著るし〈増加すると、寒さを感す・る程度も増して

来るのは嘗然である。この現象は、身瞳の附近の

気温と、周圏にある物盟の表面の温度が、身置の
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表面温度に比べて低い時にあちはれるのである。

しかも、その温度差のひざ' い度合に比例して、射

温もはげし〈なる。極端.な例でいふと、氷室の中

へ、課題で入ってゐるやうな場合はその射温が大

きい筈である。ところが、室内の丞策、壁、机や

椅子なぎの表荷温度が、揖氏20度内外になるやう

な場合は、射温は止って、祭壇が相営 γ 下つでさ

え色、それには気がつかない程、惑さが身種に感

じられない。又反星野に 日光の直射や、赤〈やげ? 二

ストープに嘗ると、身韓の方が、射温をうげて、

温められる理である。作J のことはない日向ボツコ

を例に考へでもらへばよい。

生理的に射温の研究が、進められ出しにのは、

前世紀衆のことで、 20世紀に入って、色々の賓験

が行はれて、急;に草書射熱利用が進められるやうに

なったのである。さうして、身韓の表面からの眠

射は、事高射線内の近赤外線部、特にその波長が 9

ミ ク ロ シ ( 10- 7Cw) の附近で、最大になること

が詮明され、従って、窓硝子に、この身世の絹射

線があ Tこると、これを透過しないで、その表面を

温め、更に熱は惇導の形で、硝子の反封側に出て、

再ひ官射線となって逸出することになることや、

昼祭はこれを殆んぜ吸牧しないで透過することな

5 がわかって来1:0 1 ' : から日向ボツコをやる日光

室の紋態や、裸韓で滑る 雲 山のスキーの場合なさ'

窓、ひ比ぺて見ると貧感が出易い道理である。叉、

熱の轄射は、光線とさを〈同じ働き方で作用するこ

とも、 1931年 ; L プネ ; L 氏によって詮明されにとこ

ろである。多の寒い日に・、室内にゐる人の程温は

天井ど、冷い窓硝子に轄射熱としての大部分を奪

はれてゐることもわかっ? こ。こんな事情から、身j

温の量は、その聾する面の大きさと、温度とに比

例し、天井や床の震い商を低温度に保っと、 /J、さ

い高温の面と同様の熱孟を放っこ h になる理か

ら、 1906年パーヵー氏は、温水パイフ・を壁の中に

埋めて、暖房 の貰験をやっ? こことがある。これが
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毛もそもの初まりで鹿い天井に、温水パイプを、

蛇行させて配置すると、その表酒の温度が華氏

の 100 度内外で、下 i二居る人キは温かであること

、，. 1.主る。

この方法によると、無温も低〈、多の風のない

日中位ならば、窓を開放しでも、差して寒さを感

じない。それに天井から下向の轄射をうりても、

頭 ｲｾ げ熱せられて足が冷いやうなことは起らない

といふ。この駐は蒸気暖房なぎよりははるかに、

快適? ゴといはれてゐる。

これを局部的にやるには、比較的小さい函を、

精 キ高温に保fこせるとよい。

ボーグーヒーテイングといって、壁下部の巾木

等を華氏140度位まで熱すれば、それでよいことに

なる。ところが、和風住宅なさ' では、障子紙の轄

射熱透過寧が大きいので、むしろ小さい面を、少

し〈高温に保つ方法の方が遁する 1-: らう。洋風の

居間でも、スチーム暖房のゃな針流による方法1-:

と、気温1-: け早〈昇 b、壁がなかなか温められな

いので、いつまでもぞ〈ぞ〈する。ぞれを丁度工

合よ〈する程、壁を温めるには、気温が必要以上

iこ高められるといふ不経済と不合理がある。? ゴか

ら、これも低温¢寵』トJ広房がよい1-: らうといはれ

てゐる。

朝鮮のオンド ;L や、減淵方面の tc なぜも、一種

の轄射暖房法1-: が、目貼りし? こ居室でもあるし、

身程に耕援し? こ床を温めるの? ゴから、特 iこ低温で

よい筈＿ゴ。英国の小謬校の数室なｾｾは、床の表面

を70度( 華氏〉に保fこせればよいといふことであ

る。それ4こ燃料に乏しい吾園では、北海道から北

陸へかげでの採録法に、色キと暗示されるものが

ひそんでゐるゃうである。

叉、英図では、電気パネ;L が考案され、細い電

綿を、強L、石結紙に筒皐に耳元付げて、電気を遇十

るやうにし、壁紙同様に扱ひ、ペンキを塗るのも

よいといよ。高温の電気バネ ; L は、大き 25インチ



家庭のプラのベfこやうなペーチカ風の採- 暖法をに13インチの表面を、約500度( 華氏〉に熱する。

ンにうま〈利用されてゐるのに感心しfこことでゐこれは、給の額縁のやうにして、圭lJ Rなさ' にかり

つfこ。建築家や、設備専門家の他の人々が、特にるのである。

かういふ方面 iこ興味をもも、研究されることも、ドイツのカツへ }L 等は、ロシアのペーチカや、

住宅問題の技術的な解決を促進する機運をつくる同様に、将射熱による方法の一つであるが、これ

ことであらうと思ふ。従来は、設備の仕事は、「附
は、煉瓦積の厚壁の中をうねつでゐる煙遣があっ

帯工事」なぜといってほんの建築のつげ? こりにか
て、その煙の熱が、壁を温め、表面から将射する

扱はやにゐfこことが、今日の貧しい情態を来Tこし
装置である。t ' : から、古代ローマのハイポコース

てゐる原悶にもなる。此頃は、かういふ設備全般
トから、朝鮮のオンド )1 - に到るまで、経験的には幅

『管工事」と いひ、建築の主体工事: と同じ了星を、射熱を利用しfこ例は、かなりに多いごとになる。

人体に? ことへると、E皇ニの重要さに訟はれてゐる。とすれば、この採、援法も突然に現はれにものでは

血管や紳経系統のやうな役割を果すことなので、ない最近に理論がわかっ? こ牟面に、古い定要耳金色

建築、こ k にイキ宅としての披能を充分にするには

量よりも質として、管工事，7 ) 完全であることが要

めることになる。浦酬の坑や、オン r ルのやうに

台所の煮焚の余熱をすべて暖房に利用するやうに

どの方法の簡易なものが、もっと考案される可能 墜されなりればならないと思ってゐる。

便所の問題や、台所の設備や、照明のことを考性も、ま Tこ充分見込がゐらう。

へると、日本人の住宅設備は、これからが、ほん

fこうのふり出し1 ' : らう。アメリカなさ' では、佐宅( 4)  

として一般Domest lc  E ロgi neri ng
設備の下;r製を、

人、ことに、家庭娘: 人の教養にもなってゐるとい

住宅設備の課題として、こ〉には箱射肢湧をー

五、が、日本でも、一つの生活墜として抜つては、

つの示唆としてお話し? こに過ぎないけれ芝も 、イ廻

ぎんなものであらうか。

所や台所や、浴室の設備を結びつりで解決するや

叉、住宅の課題としでも、量の解決を急: ぐ一方

うにすれば、貧しい日本の住居の幅昔をも?こらす

tこ、武士曾衛生の面からも、設備工皐の課題が、山

ことにならう。

積してゐるこいご、大方の注意を肉りてほしいぢ

嘗て、北海道大撃に中谷教授を訪れ、同氏考案

( 1948. 2. 11)  
のである。

の防寒家屋である同氏宅を拝見しfこが、矢張、今

大 建 農 業 株 式 奮 批 大 阪 支 庖 建 材 係
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第
‘ g 園掴・ i番 イ主

2も

中 野 順 衣 郎

詩座をはじめるに営って

建築について種キなことを取りあげてお話しを進めてみにいと患います。建築惑の解説 をする のでな〈

其時に謹ん1-: 遁嘗な題目で多角的な話しを試みる積りです。

順序として、最初の話題は筆者の方で準備しましにが、将来は説者の方 キか ら提供して頂り るや うにす希

望してゐます。事たは質問の形式で、時には研究の意味で、震をく御希望なり注文を寄せられることを期待し

てゐます。

この立官すから時キ筆者も交代してみ? こいと考へてゐます。

×  ×  ×  

住める家は住める土地に

欲を云へば、交通が便利で這境がよい災害に安全で施設の完備し? こ健営地がよ いといふことになります

が、これは望むことが無理Tごと思ひます。位み? こいとか、佐ひやすいとがの依{II ーから一歩退いて『住める

土地J の程度を考へて置〈必要があると思います。

この程度といふのは私共が住ひに望せする最低世条件からくる 嘗黙の要求のことで生きる? こめ の権利と考へ

て差支へない色のでありましょう。

それは充分の光と充分な答集ぞれに伴ふ土地の保健上必要とする最低の保件のこと、万一災魯・のあっT二

時避ｾ得られる必要保件のことでなければなりません。

ところで今私共はこのやうな住める土地に住んでゐると云へるでせうか。止むを得ない家の不足の f こめ

に『住める土地と家J を濯ぷ自由をも Tこないのが現放なのであ b ます。

問題の解決はこれを将来の努力にまになりればなりませんが、併し惜しいと恩ふのは今日までに出来? こ

家がこの僚件に落第してゐることで、この点が極めて心配であ b ます。

温去に於て優秀な日本建築は確かにありまし? こが亦一面景色大切な住宅建築になるとその犬叡分が極め

て非科皐的で不合理なものであっ十ことを認めさ「るを得ません。

これからの住宅に於て、私共はせめてこの最低最少の必要保件を桧討してみて、カ強〈賓現し? こいもの

と思います。
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排水の吾、いと ζ ろは駄目

台所、浴室、洗濯場等かも出る汚水とか、庭に溜つに雨水等を他所へ流して速かに蕗理出来る敷地かぎ

うかず問題になります。

従来大抵の都市には道路の下に下水管が埋めであって、この中へ流しさへすればあとは自然に下水鹿理

場へ導かれるやうに出来てゐる筈ですが職災都市ではこの設備の破壊されにま冶に放置されてゐるところ

が可成あるかと恩ひます。

土地が汚水に充ちてゐるのですから何んの効果もありせん。

亦この設備の無いところならば近

〈の池か小) I1等に放水する以外に方

法が無いわげです。

作J れにしでもこの排水が出来る土

地でないと宅地にすることは出来ま

せん。( 第一盟参照〉

ところが家の敷地が低〈て小川や

池に流しても汚水が逆流するやうな

土地がよ〈あるのに、こ冶にも住宅

の建て〉ある場合が多いのは困つに

ものであります。

こんな土地に、仮りに自分の宅地

? ごり盛土をしてみに ーところで周 bの

斯様にして排水が慈げればあらゆる不衛生の原因となりますから、こ〉に住ふことが不可能になるのは

嘗然です。

芳し辛ふじて汚水を露連出来? こと しても、土地が低げれば常に糠土の上に住むこと、なりますから自然

添り勝ちの昼気の中に住ふといふことになります。その結果夏は蒸し暑い多は漁冷といふ極めて惑い空気

保件となって参ります。物品の保存に慈し家の腐朽も早いのは嘗然となりませう。

好ましい土地の形 l"t

土地の形を大別すると東西に長方形と南北に長い長方形となりますが、何れの形が便利でせラか。

これは土地の廃さによって考へ方が縫って来る筈です。つまり震い土地の場合には南北方向の余裕が相

官にあるので東西方向の長方形が便利ですが 、狭い土地ですとぜうしでも南北に長い形の方が有利です。

それは住宅に充分の太陽光線を受げちれるやうにすることが必要保件ですから南北の方向に余裕を欲し

〈なる理屈です。

ところが土地か麗〈なると増築とか菜園とかを設りる都合からみて東商に長い方が便利になるのは嘗然

でせう。大まつば lこみで 100 坪までは南北方向に長い形がよいと患います。( 第二圃参照〉

道路と敷地の関係は

地震とか火災の場合に直に避難出来る Tこめに道路は土地をはさんで爾側にあるのが理想的です。この場

合には一つが麗い交通路で他方は議備の副路であればよいのは賞然です。

併し小さい土地でこの僚件を求めることは一般に無理ですから普通は片側道路の場合を考へなげればな

りますまい。

この場合華民地のさ' ちらに遣路のあるのがよ L、かが問題にな b ます。これは間取との関係から定めるので
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号事

住ひは合理的に艶リつ L ある

すが、小きい住宅では北側に出入口

があると能率のよい間取が得られる

ので北側に道路のるる土地が便利と

なります。ョ々は東か西にある場合

で、南側の片側道路は一般に有効で

ありません。( 第三園参照〉

封建的な住形式の家が戦災で焼かれ、そのあとに新しい時代の家を建てる機舎を賢明に捉へ「こいと思い

ます。都市に住む者の大部分がこれを考へてゐるでありませう。

新しい佐ひはさ' の方向に肉って解決§ れゃうとしてゐる .1 " ' ，これは経済的にも科率的にも 5 しさ' し合理

化されゃうとしてゐます。

室の賢いことよりも完備

しに設備を求め、申諜ぱか

bの専用地よりも豊富な空

気と光とを保詮される充分

な土地を共同で相共に求め

る方向へ動いてゐます。

〈第四国参照〉

経済的には、こつこつと

一棟毎に製造する無駄を省

いて多量生産で優良な部分

品を製造し、これを好む形

告再

¥ r  I  ".，，(JJ i医1

1町内戸

に組立てられるやうになるのが常然であ b ませう。

圃

空F 門⑤

⑥ 

従って都市の中心部には不燃性の集 合家屋が立体的に組立てられるでせうし、郊外の土地に余裕のある

ところでは、優秀な部分品を謹んで思ひ思ひの濁立小住宅が出来るのが自然のなり行きだと思ひます。作J

れの場合にも室内は科率的に設備されて、文化的に満足すべき生活の管みが可能でなげればなりません。

第 四 回

角 ラtk二事キヰ'
Ｎ ｟Ｎ 、、ｾ一ＭＮＭＧ :  

- 宅・ : '1¥¥ ¥ ム ② ¥ど"

4 ω  ロヘ、ふ ③ 、正・ ー

::rfiftykJf 
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家の向は商面が無難となる

ー住宅では中心となる居室( 居間、療室、茶の間等〉

がさ' の方向に向いてゐるかによって家の向きが定るの

ですが、これは採光と、通風の点で景色都合のよい方

向に向けることになります。

先づ太陽光線の開係では南向きが最も有効ですが、

この理由は南向きですと、多は低い太陽光耕が充分に

室内に射し、夏になると太陽が高〈なるので南側の窓

は日影になるから都合がよい7こめです。殊に多の場合

南側の室は北側の部分に比べて温度が2
0

0 _ 3
0

0  fな高

〈極めて暖い室となるのでもわかると息ひます。

ところが東側とか商側は夏の午前、又は午後の直射

が室内深〈さして非常に暑い上に多は殆fしさ' 太陽の直



射を受けられないといふ不都合が起るわげです。

斯様なわけで南肉きの家は日光の点から好都合と

なります。( 第五盟参照〉

風向と家の向はどうなるか

通風は夏の涼風を如何に取入れるかで定るのです

が、これは土地によって涼風の方向が異るのでー擦

に定めることが出来な〈なって来ます。

例を東京にとると七月、八月の平均風向が東南風

となってゐますが、大医では殆さ' 商) l t となってゐる

のです。従って東京方面では夏東南方向の風を取入

れやすいやうに、大医方面では西風を取入れられる

号事 五 岡

ふ屯口勺在. (号 l

.  ，' t 噌. . ' 島例

@  

- 置、ザ血事る

やうに工突することが望ましいことになります。

こうなると日光の関係と一致しないのが困ることにな勺てまいりませう。こ場合日光の方を捨て、風向

に者11合のよい向きを決定することは極めて危険であります。

こ、で検討しなければならないことは家の向きを其まうにして置いて、涼風を取入れる方法はなし、かと

の向きとか、家の外形を L 字 型

ノ、 岡官事

にするとかであります。( 第六

園参照〉

家はどんな位置

にするか

土地に充分の徐裕がある場合

はまいとして、普通僅かな敷地

を有効に使はなければなりませ

んので、ぜんな位置にするか研

究す否必要があります。

狭い敷地の場合は南北方向の

土地を求めにと問じ考へで家の

位置は自然北側に片よせて建で

なければなりますまい。

震い穀地になると僚件が費り

ますから東側か西側に徐裕を取

いふことです。そうなると問題は

居室の窓が草に南面の一方ばかり

でな〈東側にも亦商側にも必要に

なるといよ、ことです。廻り廊下式

の橡側が好まれるのはこの解決の

ーっとみるべきでもありませう

か。併し方法は他にもある筈です

例へば僅かに東に向きを鍵へ? こ家

ることが出来るやうになります。

この場合道路との開係も考へてみなりればなりませんが第若園のやうな段階が考べられます。

家と家との間隔はどうして

定めるか

数地の周りが遺路やｾ地の場合は問題になら

ないのですが、隣接地は原則として他の建物や

塀等が出来るものと議想する場合が多いのでこ

の問題が起ってまいります。

Z

 

γ
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汁「、J

間

家の間隔は北、凍、南、商と作J れの側について

も考へられませうが 、景色注意すべきは南側で吹

は東側と考へるのが順序と思ひます。

こ〉では南側の場合だりを取り上げてみませう

家の向きが南となってゐるのですから、南側に日

影の出来ないことが第一俊件となるわげです。つ

まり一番大切な南側に何時も日光を充分に受げら

れるやうに家の間隔が充分とってないと困るわり

なのです。

日景品の一番長いのは多の場合ですから南側前方

の建物の日最多が自分の家 iこか、らぬ程度の間隔が

必要になります。

トーユH一一一司

この僚件を冬至の一番太陽の低い時にとって少

〈も三時間以上日光を受げられるやうに工夫する fこめには前方の建物の高さの二倍以上の距離があればよ

いことになります。 この計算は東京、大阪の大韓北緯35。を規準にして割り出しにのですからそれよりも

緯度の高いところはもっと 贋〈、亦緯度の低いところはそれより短〈ても差支へないことになります。

乙第八圃参照〉

第八圃は土地の高低が無い場合ですから甫に低いところは2 Hより色短〈、逆の地形では更に麗〈定める

必要があります。

家族人哉と居室の最少限度は

家の蹟きを定める ｩ こは先づ居室の ｅ をきがさＧれ Ｑｾ り要るかを考へ、その他に通路、台所、何所、浴場、物

入等の部分を加へでさを程の覧きが大凡定ることになります。亦居室のEをさは家族の人数や男女、子供、成

年者等の事情か巳割り出すのが合理的の方法となってまいります。

9事 九 間 先づ問題を筒皐にするためにある家紋人数に釘して最少限の居室はさ'

3 守'6 EZdA1ム ! 料 l '

れてt 1 あればよいものかを考へてみることに殺しませう。

( j . 0$幸枝 3

ところが居室を最大限に使ふ時は' e _ ' I々 な場合かと$ しますと、それ

は夜分疲室として使用する場合を考へてみなげればなりません。今一

l川EココI臥 2人 j最た成2"- つ室の庚さの段階ですが無培 lこ17昼とか19. 5昼とかの賢い一室にまと

45怜 び必号』世1

めることは出来ませんので、療室となると男女別、年令別或は建物の

固い
i最九庇 )A

紐立からみても誼嘗の大きの室に分割する必要が起るのは嘗然です。

6怜

チ:{'t ".:J A  

この意味から室を分りて 3 帖、 4. 5 帖、 6 帖、 8 帖の四種類について最

大限の使用人数を調べてみますと第九置のやうになります。

柑ｻ固叫 ｽｴ ，［ｴｾｾ
このやうな割合で家族人数に感じ? こ最少限の室が考へられますが、

これをそのま〉居室の麗きとして定めますと無理が出来ます。

それは成人の男子主女子は別キの疲室にする必要があるからで、各

療室を最大限に使用出来るとは限らないのであります。

国恥
例を爾親、子供一人、成人男女各一人の五人家族にとると

判せ J.<.

成 人 男 子 ・ H ・H ・.. …. . .・ H ・-・ 3 帖 121陥

成 人 女 子 . . . .・H ・H ・H ・..…・・ 3 帖
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この場合に 3 帖ご聞をとることは室の組合せからみても面白{ ないので最も都合のよいのは、 6枯 +4. 5枯

+ 3 帖といよ、形が好まし〈なるでありませう。計算では 12 帖でも賓際の最少限は 13. 5 帖となるのは止な

をf辱ません。

寝室の他にどんな居室が必要酌

不時の来客とか家族に病人のある場詮等の震に7象備の室ーっと、食事だけの目的で小室を一つ考へて置

〈ことが必要になります。

尤も食事室は療室と乗用する傑件まで引下げてもよいのですが衛生と設備の儲から考へて食事室をとる

ことは合理的な要求としてよいのであります。

こ、に子供室とか老人室を取り上げないのは何れも療室と費支用する設備で差支へないからであります。

斯〈の如〈居室の麗きと室数についての最少限の傑件を考へることが伎ゆる家としての賞然の賓格と云

へませう。( 以下次雄〉

十
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記 ・

新しい方向に出費し? こ「建築と枇舎J の第一読を贈るに嘗り、強て御熱心な激勘を頂いてゐ

: 各方面の方々に厚〈御躍を申上げます。

l建築と祉曾」を単に合員の機関雑誌に止めないで庚〈建築に開する文化雑誌として夜行しに

必いふ希望は昨年の線舎で一致しに意見であっ? こ。

この線意? に基いて第一読の編輯にとりか、つにのが二月早キであっ fごと思、」、。幸に各方面か

の玉稿を得fこので、この分ならば四月中に費行出来ると考へてゐ? このであるが祇材と資金の

Iで一時進行が困難となるに至つに。そのために二ヶ月程徒らに日を主主らねばならな〈なつに

とは本賞に残念であつに。今後はうまく行〈と思ふので御諒承を願ふ次第である。

司容は御覧の通り今迄とは調子を費へf こ積りである。執筆を煩はしに方にもその積りで工夫

お願ひしにのであるが、今後は更に範圏を庚めて、建築に闘し御理解の深い各唐の方の協力

拡願ひする積りである。

! f に次説を進めてゐるので第三鋭からは一般の御投稿も載せることが出来ると思ふ。新しい

ｅ 築の紹介とか、御研究になった技術的の試みとか、本誌をｾじ て 建築文化の稜展に資して頂

' れば幸ひである。次説には復興建築の例をとりあげて報告、解説批評等、相営具種的な問題

扱ってゐるので大いに御期待願度〈、備讃者数を多くして、責質的に安い雑誌とするにめに

?方面への御紹介を希ふ次第です。本誌に封・する御希望、主主文、批評等もぜ' しぜ' し御寄せ下き

、。早〈も若葉から新緑へ、 fごくましい夏の如〈、編輯員も大いに頑張る積りです。( 編輯子〉
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